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（公社）中央畜産会からのお知らせ

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明るい未来へ向け

て畜産DXの取り組み／乳用牛改良の取り組み／地
域ぐるみで国産飼料生産！　ほか

　
こ
ん
に
ち
は
！
ぼ
く
、
牛
乳
だ
い
す
き
「
カ

ナ
ミ
ル
く
ん
」
で
す
！
令
和
7
年
6
月
1

日
（
日
）
牛
乳
の
日
に
、
神
奈
川
県
立
花

と
緑
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
花
菜
ガ
ー
デ
ン

で
、「
牛
乳
の
日
イ
ベ
ン
ト
in
花
菜
ガ
ー
デ
ン
」

を
開
催
し
ま
し
た
！
牛
乳
や
酪
農
の
こ
と
を
、

見
て
・
知
っ
て
・
味
わ
っ
て
、
も
ー
っ
と
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
企
画
し
た
よ
！

　
待
ち
に
待
っ
た
当
日
は
晴
天
！
ロ
ー
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
中
の
美
し
い
バ
ラ
と
広
い

芝
生
の
な
か
、
な
ん
と
約
2
，7
0
0
人
の

方
が
遊
び
に
き
て
く
れ
た
よ
！

　「
牛
乳
い
ろ
い
ろ
飲
み
比
べ
」
で
は
、
県

産
生
乳
1
0
0
%
認
証
商
品
を
含
む
3
種

類
の
牛
乳
を
飲
み
比
べ
！
甘
み
や
コ
ク
の
違

い
に
み
ん
な
び
っ
く
り
！
「
模
擬
牛
で
の
乳

し
ぼ
り
体
験
」で
は
、3
月
の
投
票
で
決
ま
っ

た
模
擬
牛
の
名
前
を
発
表
し
た
よ
。
そ
の

名
も
”カ
ナ
み
ぃ“。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
！

本
物
の
酪
農
家
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
搾

乳
体
験
や
、
バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー
で
の
吸
引

体
験
も
大
人
気
で
し
た
！

　「
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草
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ル
に
お
絵
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き
」
や
、
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内

最
大
級
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1
4
0
馬
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ト
ラ
ク
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ー
の
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示
」
で
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、
牛
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日
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牧
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、
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刈
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取
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さ
を
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ラ
ク
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ー
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か
ら
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る
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色
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ず
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な
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ー
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　「
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業
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校
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ー
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牛
乳
・
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牛
乳
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日
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ベ
ン
ト
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花
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ガ
ー
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ン
」
を
開
催
し
ま
し
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酪農家（右）の解説牛乳いろいろ飲み比べにぎわうイベント会場

農
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」、「
和
太
鼓
の
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」
で

は
、
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立
中
央
農
業
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と
県
立
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原
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校
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お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、
と
っ
て
も
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し
い
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画
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し
て
く
れ
た
よ
！
ぼ
く
も
あ
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な
素
敵
な
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兄
さ
ん
に
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れ
る
と
い
い
な
。

　
他
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も
、「
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ャ
リ
テ
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ェ
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ス
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、
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（
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ベ
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令和７年度
～耕畜連携堆肥利用推進事業のご案内～

令和７年７月１日版

１１ 支支援援内内容容

県が畜産農家や農業協同組合等に対し、堆肥成分分析費・堆肥発芽試験(腐熟度検定)費・堆肥
運搬費・堆肥散布機械等整備費の一部を補助(補助率1/3以内)します。

２２ 支支援援対対象象事事業業者者

・県内に農場が所在する畜産農家（令和６年度の畜産物販売金額が50万円以上の方）で、

令和８年度以降もその農場で畜産経営を継続し、畜産物を出荷する見込みがある方。

・県内に事業所が存在する農業協同組合や、畜産農家又は耕種農家等から構成される任意団体等

で、令和８年度以降も当該事業所等で畜産又は農業に関する活動を継続する見込みがある方。

・堆肥運搬費支援事業は、運運搬搬費費をを((一一社社))神神奈奈川川県県畜畜産産会会HHPPにに掲掲載載ししたた事事業業者者

３３ 支支援援上上限限単単価価

・・堆堆肥肥成成分分分分析析費費※※１１ 1100,,000000円円//回回

・・堆堆肥肥発発芽芽試試験験費費※※２２ 55,,000000円円//回回

・・堆堆肥肥運運搬搬費費※※３３ 66,,666666円円//回回

・堆堆肥肥散散布布機機械械等等整整備備費費※※４４ 22,,666666,,666666円円//台台

４４ 事事業業ススケケジジュューールル（（予予定定））

５５ 交交付付申申請請にに必必要要なな書書類類（（実実績績報報告告にに必必要要なな書書類類はは別別途途おお知知ららせせししまますす。。））

① 耕畜連携堆肥利用推進事業補助金交付申請書（第１号様式）

② 補助金の振込先の通帳（表紙を１ページめくった中表紙の見開き）等の写し 他

６６ 申申請請書書類類提提出出期期間間・・書書類類提提出出先先

提提出出期期間間：：①①令令和和７７年年８８月月１１日日((金金))～～８８月月2299日日((金金))
②②令令和和８８年年１１月月1133日日((火火))～～２２月月1133日日((金金))

提提出出先先：：（（一一社社））神神奈奈川川県県畜畜産産会会（（〒〒223355--00000077 横横浜浜市市磯磯子子区区西西町町14‐3 ））
電電話話：：004455--446611--77119911 FFAAXX::004455--775599--11116622 ﾒﾒｰーﾙﾙｱｱﾄﾄﾞ゙ﾚﾚｽｽ：：mmaaiill@@kkaannaallii..oorr..jjpp

事業問合せ先 神奈川県環境農政局農水産部畜産課畜産環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ / 電話 045-210-4514（直通）

交交付付申申請請期期間間
①①８８月月１１日日～～８８月月2299日日
②②翌翌１１月月1133日日～～２２月月1133日日

交交付付決決定定
①①８８月月中中旬旬～～９９月月下下旬旬
②②翌翌１１月月下下旬旬～～３３月月上上旬旬

概概算算払払
①①９９月月末末
②②翌翌３３月月末末

額額のの確確定定
①①1122月月頃頃
②②５５月月頃頃

実実績績報報告告
①①1100月月3300日日ままでで
②②翌翌４４月月3300日日ままでで

※※１１：：１１事事業業者者２２回回ままでで対対象象
※※２２：：１１事事業業者者２２回回ままでで対対象象
※※３３：：１１事事業業者者６６回回ままでで対対象象
※※４４：：複複数数台台希希望望のの場場合合、、２２台台目目はは

要要望望状状況況をを考考慮慮ししてて可可否否をを決決定定
※※※※：：予予算算上上限限にに達達ししたた場場合合、、申申請請をを締締

めめ切切りりまますす
※※※※※※：：堆堆肥肥散散布布機機械械等等のの納納品品時時期期がが令令和和

８８年年４４月月以以降降ににななららなないいよよううごご注注
意意くくだだささいい

補助金対象期間：①４月１日～９月30日②10月１日～翌３月31日 ※※交交付付申申請請日日前前にに実実施施ししたたももののもも含含むむ
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冷却パネルを利用した授乳期母豚の暑熱対策

【【冷冷却却パパネネルル】】
パネルは、アルミ板、銅管、断熱材を貼り合わせて作成（寸法：130 ㎝×70 ㎝）し、冷却

水循環装置を接続して、地下水と同じ18℃の水を循環させて冷却しました（図１）。
パネルは、分娩柵の側面に設置し、非非接接触触でで母母豚豚ややそそのの周周辺辺環環境境かかららのの熱熱をを吸吸収収して、冷却

効果を発揮する仕様としました。

図１ パネル区の様子（破線部がパネル、熱画像では20℃～25℃を示す）
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図２ 体温（℃） 図３ 体表温度（℃） 図４ 呼吸回数（回／分）

図５ 母豚の各行動が占める割合（％）
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パネルの冷却に地下水を利
用することにより、運用コス
トを抑えた新たな暑熱対策と
して活用できる可能性もあ
り、今後も、検討を継続して
いきたいと考えています。

担当：企画研究課 中原祐輔

【【取取組組のの背背景景】】
近年、省エネで人に優しい空調システムとして、輻輻射射式式冷冷房房が注目され、オフィスや体育

館、福祉施設などで採用が進んでいます。このシステムは、畜産分野での応用事例が少ないこ
とから、今回、この輻射式冷房の仕組みを参考に、冷却パネルを作成し、授乳期母豚の暑熱対
策としての効果を検証しました。

【【試試験験結結果果】】
母豚の生理反応や行動では、パネル区は、体体温温・・体体表表温温度度のの上上昇昇抑抑制制や呼呼吸吸回回数数のの上上昇昇抑抑制制

が認められたほか（図２、図３、図４）、臥臥位位（（休休息息行行動動））のの増増加加や飲飲水水行行動動のの減減少少が認めら
れ（図５）、母母豚豚のの暑暑熱熱スストトレレススをを軽軽減減すするる効効果果が確認されました。

平均値、＊：p＜0.05 †：ｐ＜0.10

【【試試験験方方法法】】
冷却パネルを分娩豚房に設置

（パネル区）し、分娩から離乳
までの４週間、母豚の熱ストレ
スに対する生理反応や行動を調
査し、慣行の豚房（対照区）と
比較しました。

【【輻輻射射式式冷冷房房】】
高い温度から低い温度に熱が移動する輻輻射射熱熱のの性性質質をを利利用用ししたた冷冷房房技技術術です。天井・壁に冷

水循環で冷やした金属製パネルを設置し、人などから発生する熱を吸収することで冷房効果を
発揮します。モーターやフィルターを必要としないため、風が発生せず、有害物質の蓄積・排
出がないことから、衛生的で動物にも優しい技術といえます。
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５５ 交交付付申申請請にに必必要要なな書書類類（（実実績績報報告告にに必必要要なな書書類類はは別別途途おお知知ららせせししまますす。。））

① 耕畜連携堆肥利用推進事業補助金交付申請書（第１号様式）

② 補助金の振込先の通帳（表紙を１ページめくった中表紙の見開き）等の写し 他

６６ 申申請請書書類類提提出出期期間間・・書書類類提提出出先先
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①①1100月月3300日日ままでで
②②翌翌４４月月3300日日ままでで

※※１１：：１１事事業業者者２２回回ままでで対対象象
※※２２：：１１事事業業者者２２回回ままでで対対象象
※※３３：：１１事事業業者者６６回回ままでで対対象象
※※４４：：複複数数台台希希望望のの場場合合、、２２台台目目はは

要要望望状状況況をを考考慮慮ししてて可可否否をを決決定定
※※※※：：予予算算上上限限にに達達ししたた場場合合、、申申請請をを締締

めめ切切りりまますす
※※※※※※：：堆堆肥肥散散布布機機械械等等のの納納品品時時期期がが令令和和

８８年年４４月月以以降降ににななららなないいよよううごご注注
意意くくだだささいい

補助金対象期間：①４月１日～９月30日②10月１日～翌３月31日 ※※交交付付申申請請日日前前にに実実施施ししたたももののもも含含むむ
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冷却パネルを利用した授乳期母豚の暑熱対策

【【冷冷却却パパネネルル】】
パネルは、アルミ板、銅管、断熱材を貼り合わせて作成（寸法：130 ㎝×70 ㎝）し、冷却

水循環装置を接続して、地下水と同じ18℃の水を循環させて冷却しました（図１）。
パネルは、分娩柵の側面に設置し、非非接接触触でで母母豚豚ややそそのの周周辺辺環環境境かかららのの熱熱をを吸吸収収して、冷却

効果を発揮する仕様としました。

図１ パネル区の様子（破線部がパネル、熱画像では20℃～25℃を示す）

0

50

100

臥位 犬座位 立位 授乳 飼料摂取 飲水

対照区 パネル区

図２ 体温（℃） 図３ 体表温度（℃） 図４ 呼吸回数（回／分）

図５ 母豚の各行動が占める割合（％）

＊

＊

＊ ＊ †
39.7 39.２

35.936.5 63.5 57.3

パネルの冷却に地下水を利
用することにより、運用コス
トを抑えた新たな暑熱対策と
して活用できる可能性もあ
り、今後も、検討を継続して
いきたいと考えています。

担当：企画研究課 中原祐輔

【【取取組組のの背背景景】】
近年、省エネで人に優しい空調システムとして、輻輻射射式式冷冷房房が注目され、オフィスや体育

館、福祉施設などで採用が進んでいます。このシステムは、畜産分野での応用事例が少ないこ
とから、今回、この輻射式冷房の仕組みを参考に、冷却パネルを作成し、授乳期母豚の暑熱対
策としての効果を検証しました。

【【試試験験結結果果】】
母豚の生理反応や行動では、パネル区は、体体温温・・体体表表温温度度のの上上昇昇抑抑制制や呼呼吸吸回回数数のの上上昇昇抑抑制制

が認められたほか（図２、図３、図４）、臥臥位位（（休休息息行行動動））のの増増加加や飲飲水水行行動動のの減減少少が認めら
れ（図５）、母母豚豚のの暑暑熱熱スストトレレススをを軽軽減減すするる効効果果が確認されました。

平均値、＊：p＜0.05 †：ｐ＜0.10

【【試試験験方方法法】】
冷却パネルを分娩豚房に設置

（パネル区）し、分娩から離乳
までの４週間、母豚の熱ストレ
スに対する生理反応や行動を調
査し、慣行の豚房（対照区）と
比較しました。

【【輻輻射射式式冷冷房房】】
高い温度から低い温度に熱が移動する輻輻射射熱熱のの性性質質をを利利用用ししたた冷冷房房技技術術です。天井・壁に冷

水循環で冷やした金属製パネルを設置し、人などから発生する熱を吸収することで冷房効果を
発揮します。モーターやフィルターを必要としないため、風が発生せず、有害物質の蓄積・排
出がないことから、衛生的で動物にも優しい技術といえます。
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

令
和
六
年
度
畜
産
経
営
の

分
析
結
果
と
考
察

令
和
七
年
一
月
～
三
月
交
付
金
確
定
単
価
と

四
月
交
付
金
概
算
単
価（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
一
月�

三
五
、七
〇
〇
・
三
円

　
二
月�
交
付
な
し

　
三
月�

一
七
、三
一
七
・
八
円

　
四
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　
一
月�

交
付
な
し

　
二
月�

交
付
な
し

　
三
月�

交
付
な
し

　
四
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　
一
月�

五
三
、二
三
八
・
六
円

　
二
月�

三
二
、二
三
四
・
四
円

　
三
月�

二
一
、四
七
八
・
五
円

　
四
月�

一
四
、四
七
五
・
八
円

無
事
戻
し
と
在
庫
牛
の
再
納
付

　
四
月
か
ら
第
三
業
対
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
第
二
業
対
の
積
立
金
の
残
額
を
七

月
中
に
は
契
約
生
産
者
の
皆
様
に
返
還
（
無

事
戻
し
）
で
き
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
無
事
戻
し
金
に
は
、
第
二
業
対

か
ら
の
引
継
ぎ
牛
（
在
庫
牛
）
の
積
立
金

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
再
納
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
通
常
の
負
担
金
請
求
と
は

別
に
在
庫
牛
負
担
金
請
求
の
ご
案
内
を
し

ま
す
の
で
そ
の
際
に
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）

【
養
豚
部
門
】

●
診
断
農
家

　
令
和
六
年
度
に
お
け
る
養
豚
部
門
の
経
営

診
断
指
導
対
象
は
、
畜
産
経
営
技
術
高
度
化

促
進
事
業
対
象
三
戸
と
、
そ
の
他
事
業
対
象

の
中
か
ら
総
合
的
な
分
析
に
必
要
な
数
値
が

把
握
で
き
た
一
戸
を
加
え
た
、
四
事
例
に
つ

い
て
行
っ
た
。
成
績
は
（
表
1
・
表
2
・
表

3
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
経
営
概
況

　
四
例
と
も
繁
殖
・
肥
育
一
貫
経
営
で
あ
り
、

す
べ
て
法
人
化
さ
れ
た
養
豚
専
業
経
営
で
あ

る
。

　
労
働
人
員
一
人
当
り
母
豚
飼
養
頭
数
は
全

四
例
の
平
均
で
五
四
・
六
頭
で
あ
っ
た
。

●
繁
殖
成
績

◆�

一
腹
当
り
の
生
存
子
豚
、
離
乳
子
豚
頭
数

と
育
成
率

　
一
分
娩
当
た
り
の
生
存
子
豚
頭
数
は
平
均

一
二
・
一
頭
（
一
一
・
七
～
一
二
・
三
頭
）
と

な
り
四
農
場
全
て
の
農
場
で
一
一
頭
以
上
と

良
好
な
結
果
と
な
っ
た
。
多
産
系
の
血
統
を

活
用
し
て
い
る
農
場
も
出
始
め
て
お
り
今
後

は
よ
り
一
層
の
産
子
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
。

　
一
腹
当
り
離
乳
子
豚
頭
数
の
平
均
は

一
〇
・
八
頭
（
一
〇
・
三
～
一
一
・
〇
頭
）
と

な
り
昨
年
平
均
よ
り
〇
・
七
頭
の
増
と
な
っ

た
。
今
期
は
生
存
産
子
数
が
昨
年
度
よ
り
増

表 1：令和 5年度　養豚経営技術分析数値（経営規模・繁殖・生産技術）
区分 項　　目 （R5）NO.1 （R5）NO.2 （R5）NO.3 （R5）NO.4 平均値 最大値 最小値
経
営
規
模

経　営　形　態 一貫経営 一貫経営 一貫経営 一貫経営
労働力 1人当り飼養母豚数 64.1 38.1 67.8 48.3 54.6 67.8 38.1
労働力 1人当り飼養雄豚数 1.1 0.6 2.2 0.5 1.1 2.2 0.5

繁
殖
技
術

1 腹 当 総 産 子 数 13.7 12.8 13.7 13.4 13.4 13.7 12.8
1 腹当生存子豚頭数　（頭） 12.3 11.7 12.2 12.1 12.1 12.3 11.7
1 腹当離乳子豚頭数　（頭） 11.0 10.3 11.0 10.9 10.8 11.0 10.3
母豚 1 頭当生存子豚数　（頭） 27.7 26.1 27.1 28.7 27.4 28.7 26.1
母豚 1 頭当離乳子豚数　（頭） 24.4 22.9 24.3 25.9 24.4 25.9 22.9
1 腹当哺乳子豚事故　（頭） 1.2 1.3 1.3 1.2 1.3 1.3 1.2
育 成 率　（％） 89.7 87.9 89.8 89.5 89.2 89.8 87.9
年 間 離 乳 日 令　（日） ― 27.6 26.4 22.5 25.5 27.6 22.5
母 豚 更 新 率　（％） 39.6 44.7 48.4 39.6 43.1 48.4 39.6
分 娩 回 転　（回） 2.25 2.22 2.22 2.37 2.27 2.37 2.22

肥
育
技
術

1母豚当年間出荷頭数　（頭） 19.7 20.2 22.8 21.5 21.1 22.8 19.7
肉豚出荷 1 頭生体量　（kg） 119.2 115.7 117.9 105.8 114.7 119.2 105.8
1 頭 当 り 枝 肉 量　（kg） 78.1 77.7 77.8 71.0 76.2 78.1 71.0
母豚 1 頭当出荷枝肉量　（kg） 1,505.1 1,519.6 1,779.1 1,523.8 1,581.9 1,779.1 1,505.1
農場（経営）飼料要求率 3.58 3.32 3.08 4.07 3.51 4.07 3.08
枝肉経営飼料要求率 5.58 5.13 4.76 6.08 5.39 6.08 4.76
事故率（離乳ー出荷）　（％） 11.2 7.9 3.9 15.7 9.7 15.7 3.9

え
た
こ
と
と
、
平
均
育
成
率
も
八
七
・
三
%

か
ら
八
九
・
二
%
と
改
善
が
み
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
離
乳
頭
数
の
増
に
繋
が
っ
た
。

　
離
乳
子
豚
数
の
改
善
策
と
し
て
は
分
娩
施

設
面
の
見
直
し
、
分
娩
・
哺
乳
時
の
き
め
細

や
か
な
管
理
や
分
割
授
乳

の
導
入
、
特
に
近
年
で
は

夏
前
か
ら
の
気
温
上
昇
に

よ
る
暑
熱
に
よ
る
影
響
に

よ
る
親
豚
に
よ
る
哺
乳
子

豚
の
圧
死
率
上
昇
な
ど
が

み
ら
れ
る
た
め
、
分
娩
舎

の
哺
乳
中
母
豚
へ
の
暑
熱

対
策
に
よ
り
哺
乳
子
豚
の

損
耗
対
策
な
ど
の
飼
養
管

理
改
善
に
よ
る
育
成
率
の

向
上
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

　
分
娩
回
転
数
の
平
均
は

二
・
二
七
回
転
で
、
最
低

値
二
・
二
二
～
最
高
値
二
・

三
七
と
な
り
、
分
娩
回
転

の
低
い
農
場
で
は
種
付
け

担
当
の
変
更
に
よ
る
受
胎

率
の
低
下
等
の
技
術
的
な

改
善
を
要
す
る
事
例
も
見

受
け
ら
れ
た
。
分
娩
回
転

数
に
関
し
て
は
二
・
三
回

転
以
上
で
安
定
出
来
る
よ

う
に
し
た
い
。

●
肥
育
成
績

◆�

母
豚
一
頭
当
り
出
荷
頭
数

　
一
母
豚
当
り
出
荷
頭
数

は
、
一
九
・
七
～
二
二
・
八
頭
と
な
り
、
平
均

は
二
一
・
一
頭
と
前
年
平
均
よ
り
一
・
三
頭
の

増
と
な
っ
た
。
繁
殖
部
門
の
生
存
産
子
数
の

増
加
、
育
成
率
の
改
善
に
伴
う
出
荷
頭
数
の

増
加
が
み
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
が
、
離
乳
後
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事
故
率
の
上
昇
に
よ
り
思
う
よ
う
に
出
荷
頭

数
が
伸
び
な
か
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

一
昨
年
に
初
夏
～
夏
の
交
配
が
う
ま
く
い
か

ず
、
秋
口
の
分
娩
数
が
激
減
し
た
結
果
、
出

荷
頭
数
が
大
幅
に
低
下
し
た
No.2
の
事
例
は
今

期
繁
殖
成
績
も
改
善
さ
れ
出
荷
頭
数
も
大
幅

に
改
善
し
た
。

◆
事
故
率

　
離
乳
か
ら
出
荷
ま
で
の
事
故
率
の
平
均
は

九
・
七
%
と
な
り
前
年
度
平
均
よ
り
二
・
一
％

の
上
昇
と
な
っ
た
。
本
年
度
は
No.4
の
農
場
で

平
均
事
故
率
が
高
く
、
冬
場
の
事
故
率
の
上

昇
が
見
ら
れ
た
。
農
場
間
較
差
は
三
・
九
%

～
一
五
・
七
%
と
な
っ
た
。

●
収
益

◆
生
産
費

　
出
荷
肉
豚
一
頭
当
り
の
生
産
費
用
及
び
そ

の
構
成
費
目
の
内
訳
に
つ
い
て
は
表
2
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。

　
出
荷
肉
豚
一
頭
当
り
の
四
事
例
平
均
生
産

原
価
費
用
は
三
八
、三
七
〇
円
と
な
り
前
年

度
平
均
よ
り
二
、〇
五
三
円
の
上
昇
、
一
昨

年
度
と
比
べ
る
と
四
、〇
四
六
円
の
生
産
原

価
が
上
昇
し
て
い
る
。

◆
母
豚
一
頭
当
り
生
産
物
売
上
高

　
養
豚
一
貫
経
営
に
お
け
る
収
益
性
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、
母
豚
一
頭
当
り
の
生
産
物

売
上
高
を
み
る
と
表
3
に
あ
る
よ
う
に
、
平

均
九
三
八
、六
四
〇
円
（
八
九
〇
、一
七
三
円

～
一
、〇
〇
二
、九
四
八
円
）
で
前
年
平
均
よ

り
四
九
、五
八
〇
円
の
増
収
で
あ
っ
た
。

　
出
荷
豚
の
枝
肉
一
㎏
当
り
販
売
額
は
平
均

五
七
八
円
と
な
り
、
前
年
度
平
均
と
比
べ
七

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　
戸
々
で
見
る
と
No.1
は
五
七
六
円
（
前
年

五
五
七
円
）、
No.2
は
五
七
八
円
（
前
年

五
九
一
円
）、
No.3
は
五
六
五
円
（
前
年

五
六
五
円
）、
No.4
は
五
九
一
円
（
前
年

五
八
二
円
）
と
四
農
場
の
う
ち
二
農
場
が
前

年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
各
経
営
の
決

算
期
の
関
係
に
よ
る
市
場
価
格
差
も
あ
り
一

概
に
比
較
出
来
な
い
部
分
も
あ
る
も
の
の
、

銘
柄
豚
生
産
割
合
や
上
物
率
等
の
違
い
も
、

価
格
差
を
大
き
く
す
る
要
因
の
一
部
で
あ
る
。

　
肉
豚
出
荷
価
格
の
年
間
変
動
は
大
き
く
、

出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
同
質
の
肉
豚

で
も
大
き
な
収
益
差
が
生
じ
る
。
令
和
五
年

度
の
東
京
市
場
上
物
価
格
は
平
均
六
〇
四
円

で
前
年
度
市
場
平
均
よ
り
八
円
上
昇
し
、
五

月
以
降
九
月
ま
で
月
平
均
で
六
〇
〇
円
台
の

高
値
相
場
が
続
き
年
間
を
通
し
て
高
い
卸
売

価
格
で
推
移
し
た
。

◆
飼
料
価
格

　
生
産
費
で
最
大
構
成
比
率
を
占
め
る
飼
料

費
の
一
㎏
当
り
加
重
平
均
価
格
は
表
3
に
示

す
よ
う
五
七
・
〇
円
（
四
〇
円
～
六
六
円
）

と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
飼
料
単
価
に
つ
い

て
は
、
年
間
全
飼
料
購
入
金
額
を
全
購
入
量

で
除
し
た
も
の
で
、
自
家
配
合
（
原
材
料
価

格
の
み
で
労
賃
や
施
設
等
償
却
費
を
み
て
い

な
い
）、
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
等
が
あ
る
た

め
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
要
素
も
あ
る
が
、

購
入
単
価
以
外
に
も
飼
料
給
与
体
系
の
検
討

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
食
品
未
利
用
資
源
の

活
用
に
よ
り
、
飼

料
単
価
を
抑
え
て

い
る
事
例
も
あ
る
。

◆�

種
豚
一
頭
当
り

利
益

　
一
母
豚
当
た
り

の
飼
料
費
（
加
重

平
均
）
は
四
五
九
、

八
九
二
円
（
前
年

比
一
一
五
％
、
前
々

年
比
一
二
六・八
％
）

と
な
り
、
一
母
豚

当
た
り
の
生
産
原

価
で
は
八
〇
〇
、

五
八
六
円
（
前
年

比
一
一
三
％
、
前
々

年
比
一
二
一・二
％
）

と
な
っ
た
。
収
益

に
関
し
て
は
、
種

雌
豚
一
頭
当
り
の

当
期
利
益
の
平
均

は
七
〇
、九
一
四
円

と
な
り
前
年
平
均

と
比
べ
︱
二
三
、七

一
二
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
豚
肉
市
場
価
格
が
非
常
に

好
調
で
あ
っ
た
一
方
で
、
飼
料
費
、
資
材
費
、

人
権
費
等
の
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
考
え
ら
れ

る
。

●
ま
と
め

　
近
年
は
種
豚
の
改
良
に
伴
い
大
型
化
、
産

子
数
の
増
加
、
出
荷
頭
数
の
増
加
、
枝
肉
重

量
の
増
加
が
み
ら
れ
一
母
豚
当
た
り
の
売
上

高
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。
そ
の
一
方
で
一
母

豚
当
た
り
の
生
産
原
価
も
増
加
し
、
生
産
原

価
の
半
分
を
占
め
る
飼
料
費
の
購
入
価
格
が

高
騰
し
た
平
成
二
〇
年
度
で
は
枝
肉
販
売
価

格
（
枝
肉
相
場
）
が
平
均
で
五
〇
〇
円
／
㎏

以
上
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
経
営
が
赤
字

表 2：令和 5 年度　出荷肉豚 1 頭当り損益分析表
農場番号

項　　目 （R5）NO.1 （R5）NO.2 （R5）NO.3 （R5）NO.4 平均値 最大値 最小値

期 首 棚 卸 高 4,341 5,620 5,109 11,828 6,725 11,828 4,341
（ 購 入 飼 料 費 ） 13,303 22,432 24,095 27,664 21,874 27,664 13,303
（ 衛 生 費 ） 3,229 2,652 3,000 2,268 2,787 3,229 2,268
（ 運 搬 費 ） 930 1,048 434 629 760 1,048 434
（ 諸 材 料 費 ） 1,169 849 327 290 659 1,169 290
（ 修 繕 費 ） 1,486 657 2,055 1,150 1,337 2,055 657
（ 水 道 光 熱 費 ） 1,960 2,714 1,226 2,318 2,055 2,714 1,226
（ 減 価 償 却 費 ） 2,549 837 2,690 900 1,744 2,690 837
（ 人 件 費 ） 9,938 6,274 5,396 4,618 6,557 9,938 4,618
（ 飼 養 雑 費 ） 271 150 587 228 309 587 150
生 産 費 用 34,835 37,613 39,809 41,123 38,345 41,123 34,835
期 末 棚 卸 高 △ 4,268 △ 4,713 △ 5,053 △ 11,603 △ 6,409 △ 4,268 △ 11,603
当 期 生 産 原 価 34,392 37,873 39,865 41,348 38,370 41,348 34,392
販 売 管 理 費 計 15,209 7,226 8,364 9,881 10,170 15,209 7,226
事 業 外 費 用 4,051 237 271 3 1,141 4,051 3
費 用 合 計 53,652 45,335 48,500 51,232 49,680 53,652 45,335
生 産 物 売 上 高 49,799 45,495 43,929 41,958 45,295 49,799 41,958

（ 肉 豚 売 上 高 ） 44,935 44,881 43,929 41,958 43,926 44,935 41,958
事 業 外 収 益 12,884 4,805 4,729 9,682 8,025 12,884 4,729
総 収 益 62,683 50,300 48,657 51,639 53,320 62,683 48,657
当 期 利 益 金 9,031 4,965 157 407 3,640 9,031 157
所 得 額 10,692 5,449 2,253 4,704 5,775 10,692 2,253
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

令
和
六
年
度
畜
産
経
営
の

分
析
結
果
と
考
察

令
和
七
年
一
月
～
三
月
交
付
金
確
定
単
価
と

四
月
交
付
金
概
算
単
価（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
一
月�

三
五
、七
〇
〇
・
三
円

　
二
月�

交
付
な
し

　
三
月�

一
七
、三
一
七
・
八
円

　
四
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　
一
月�

交
付
な
し

　
二
月�

交
付
な
し

　
三
月�

交
付
な
し

　
四
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　
一
月�

五
三
、二
三
八
・
六
円

　
二
月�

三
二
、二
三
四
・
四
円

　
三
月�

二
一
、四
七
八
・
五
円

　
四
月�

一
四
、四
七
五
・
八
円

無
事
戻
し
と
在
庫
牛
の
再
納
付

　
四
月
か
ら
第
三
業
対
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
第
二
業
対
の
積
立
金
の
残
額
を
七

月
中
に
は
契
約
生
産
者
の
皆
様
に
返
還
（
無

事
戻
し
）
で
き
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
無
事
戻
し
金
に
は
、
第
二
業
対

か
ら
の
引
継
ぎ
牛
（
在
庫
牛
）
の
積
立
金

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
再
納
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
通
常
の
負
担
金
請
求
と
は

別
に
在
庫
牛
負
担
金
請
求
の
ご
案
内
を
し

ま
す
の
で
そ
の
際
に
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）

【
養
豚
部
門
】

●
診
断
農
家

　
令
和
六
年
度
に
お
け
る
養
豚
部
門
の
経
営

診
断
指
導
対
象
は
、
畜
産
経
営
技
術
高
度
化

促
進
事
業
対
象
三
戸
と
、
そ
の
他
事
業
対
象

の
中
か
ら
総
合
的
な
分
析
に
必
要
な
数
値
が

把
握
で
き
た
一
戸
を
加
え
た
、
四
事
例
に
つ

い
て
行
っ
た
。
成
績
は
（
表
1
・
表
2
・
表

3
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
経
営
概
況

　
四
例
と
も
繁
殖
・
肥
育
一
貫
経
営
で
あ
り
、

す
べ
て
法
人
化
さ
れ
た
養
豚
専
業
経
営
で
あ

る
。

　
労
働
人
員
一
人
当
り
母
豚
飼
養
頭
数
は
全

四
例
の
平
均
で
五
四
・
六
頭
で
あ
っ
た
。

●
繁
殖
成
績

◆�

一
腹
当
り
の
生
存
子
豚
、
離
乳
子
豚
頭
数

と
育
成
率

　
一
分
娩
当
た
り
の
生
存
子
豚
頭
数
は
平
均

一
二
・
一
頭
（
一
一
・
七
～
一
二
・
三
頭
）
と

な
り
四
農
場
全
て
の
農
場
で
一
一
頭
以
上
と

良
好
な
結
果
と
な
っ
た
。
多
産
系
の
血
統
を

活
用
し
て
い
る
農
場
も
出
始
め
て
お
り
今
後

は
よ
り
一
層
の
産
子
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
。

　
一
腹
当
り
離
乳
子
豚
頭
数
の
平
均
は

一
〇
・
八
頭
（
一
〇
・
三
～
一
一
・
〇
頭
）
と

な
り
昨
年
平
均
よ
り
〇
・
七
頭
の
増
と
な
っ

た
。
今
期
は
生
存
産
子
数
が
昨
年
度
よ
り
増

表 1：令和 5年度　養豚経営技術分析数値（経営規模・繁殖・生産技術）
区分 項　　目 （R5）NO.1 （R5）NO.2 （R5）NO.3 （R5）NO.4 平均値 最大値 最小値
経
営
規
模

経　営　形　態 一貫経営 一貫経営 一貫経営 一貫経営
労働力 1人当り飼養母豚数 64.1 38.1 67.8 48.3 54.6 67.8 38.1
労働力 1人当り飼養雄豚数 1.1 0.6 2.2 0.5 1.1 2.2 0.5

繁
殖
技
術

1 腹 当 総 産 子 数 13.7 12.8 13.7 13.4 13.4 13.7 12.8
1 腹当生存子豚頭数　（頭） 12.3 11.7 12.2 12.1 12.1 12.3 11.7
1 腹当離乳子豚頭数　（頭） 11.0 10.3 11.0 10.9 10.8 11.0 10.3
母豚 1 頭当生存子豚数　（頭） 27.7 26.1 27.1 28.7 27.4 28.7 26.1
母豚 1 頭当離乳子豚数　（頭） 24.4 22.9 24.3 25.9 24.4 25.9 22.9
1 腹当哺乳子豚事故　（頭） 1.2 1.3 1.3 1.2 1.3 1.3 1.2
育 成 率　（％） 89.7 87.9 89.8 89.5 89.2 89.8 87.9
年 間 離 乳 日 令　（日） ― 27.6 26.4 22.5 25.5 27.6 22.5
母 豚 更 新 率　（％） 39.6 44.7 48.4 39.6 43.1 48.4 39.6
分 娩 回 転　（回） 2.25 2.22 2.22 2.37 2.27 2.37 2.22

肥
育
技
術

1母豚当年間出荷頭数　（頭） 19.7 20.2 22.8 21.5 21.1 22.8 19.7
肉豚出荷 1 頭生体量　（kg） 119.2 115.7 117.9 105.8 114.7 119.2 105.8
1 頭 当 り 枝 肉 量　（kg） 78.1 77.7 77.8 71.0 76.2 78.1 71.0
母豚 1 頭当出荷枝肉量　（kg） 1,505.1 1,519.6 1,779.1 1,523.8 1,581.9 1,779.1 1,505.1
農場（経営）飼料要求率 3.58 3.32 3.08 4.07 3.51 4.07 3.08
枝肉経営飼料要求率 5.58 5.13 4.76 6.08 5.39 6.08 4.76
事故率（離乳ー出荷）　（％） 11.2 7.9 3.9 15.7 9.7 15.7 3.9

え
た
こ
と
と
、
平
均
育
成
率
も
八
七
・
三
%

か
ら
八
九
・
二
%
と
改
善
が
み
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
離
乳
頭
数
の
増
に
繋
が
っ
た
。

　
離
乳
子
豚
数
の
改
善
策
と
し
て
は
分
娩
施

設
面
の
見
直
し
、
分
娩
・
哺
乳
時
の
き
め
細

や
か
な
管
理
や
分
割
授
乳

の
導
入
、
特
に
近
年
で
は

夏
前
か
ら
の
気
温
上
昇
に

よ
る
暑
熱
に
よ
る
影
響
に

よ
る
親
豚
に
よ
る
哺
乳
子

豚
の
圧
死
率
上
昇
な
ど
が

み
ら
れ
る
た
め
、
分
娩
舎

の
哺
乳
中
母
豚
へ
の
暑
熱

対
策
に
よ
り
哺
乳
子
豚
の

損
耗
対
策
な
ど
の
飼
養
管

理
改
善
に
よ
る
育
成
率
の

向
上
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

　
分
娩
回
転
数
の
平
均
は

二
・
二
七
回
転
で
、
最
低

値
二
・
二
二
～
最
高
値
二
・

三
七
と
な
り
、
分
娩
回
転

の
低
い
農
場
で
は
種
付
け

担
当
の
変
更
に
よ
る
受
胎

率
の
低
下
等
の
技
術
的
な

改
善
を
要
す
る
事
例
も
見

受
け
ら
れ
た
。
分
娩
回
転

数
に
関
し
て
は
二
・
三
回

転
以
上
で
安
定
出
来
る
よ

う
に
し
た
い
。

●
肥
育
成
績

◆�

母
豚
一
頭
当
り
出
荷
頭
数

　
一
母
豚
当
り
出
荷
頭
数

は
、
一
九
・
七
～
二
二
・
八
頭
と
な
り
、
平
均

は
二
一
・
一
頭
と
前
年
平
均
よ
り
一
・
三
頭
の

増
と
な
っ
た
。
繁
殖
部
門
の
生
存
産
子
数
の

増
加
、
育
成
率
の
改
善
に
伴
う
出
荷
頭
数
の

増
加
が
み
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
が
、
離
乳
後
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事
故
率
の
上
昇
に
よ
り
思
う
よ
う
に
出
荷
頭

数
が
伸
び
な
か
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

一
昨
年
に
初
夏
～
夏
の
交
配
が
う
ま
く
い
か

ず
、
秋
口
の
分
娩
数
が
激
減
し
た
結
果
、
出

荷
頭
数
が
大
幅
に
低
下
し
た
No.2
の
事
例
は
今

期
繁
殖
成
績
も
改
善
さ
れ
出
荷
頭
数
も
大
幅

に
改
善
し
た
。

◆
事
故
率

　
離
乳
か
ら
出
荷
ま
で
の
事
故
率
の
平
均
は

九
・
七
%
と
な
り
前
年
度
平
均
よ
り
二
・
一
％

の
上
昇
と
な
っ
た
。
本
年
度
は
No.4
の
農
場
で

平
均
事
故
率
が
高
く
、
冬
場
の
事
故
率
の
上

昇
が
見
ら
れ
た
。
農
場
間
較
差
は
三
・
九
%

～
一
五
・
七
%
と
な
っ
た
。

●
収
益

◆
生
産
費

　
出
荷
肉
豚
一
頭
当
り
の
生
産
費
用
及
び
そ

の
構
成
費
目
の
内
訳
に
つ
い
て
は
表
2
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。

　
出
荷
肉
豚
一
頭
当
り
の
四
事
例
平
均
生
産

原
価
費
用
は
三
八
、三
七
〇
円
と
な
り
前
年

度
平
均
よ
り
二
、〇
五
三
円
の
上
昇
、
一
昨

年
度
と
比
べ
る
と
四
、〇
四
六
円
の
生
産
原

価
が
上
昇
し
て
い
る
。

◆
母
豚
一
頭
当
り
生
産
物
売
上
高

　
養
豚
一
貫
経
営
に
お
け
る
収
益
性
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、
母
豚
一
頭
当
り
の
生
産
物

売
上
高
を
み
る
と
表
3
に
あ
る
よ
う
に
、
平

均
九
三
八
、六
四
〇
円
（
八
九
〇
、一
七
三
円

～
一
、〇
〇
二
、九
四
八
円
）
で
前
年
平
均
よ

り
四
九
、五
八
〇
円
の
増
収
で
あ
っ
た
。

　
出
荷
豚
の
枝
肉
一
㎏
当
り
販
売
額
は
平
均

五
七
八
円
と
な
り
、
前
年
度
平
均
と
比
べ
七

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　
戸
々
で
見
る
と
No.1
は
五
七
六
円
（
前
年

五
五
七
円
）、
No.2
は
五
七
八
円
（
前
年

五
九
一
円
）、
No.3
は
五
六
五
円
（
前
年

五
六
五
円
）、
No.4
は
五
九
一
円
（
前
年

五
八
二
円
）
と
四
農
場
の
う
ち
二
農
場
が
前

年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
各
経
営
の
決

算
期
の
関
係
に
よ
る
市
場
価
格
差
も
あ
り
一

概
に
比
較
出
来
な
い
部
分
も
あ
る
も
の
の
、

銘
柄
豚
生
産
割
合
や
上
物
率
等
の
違
い
も
、

価
格
差
を
大
き
く
す
る
要
因
の
一
部
で
あ
る
。

　
肉
豚
出
荷
価
格
の
年
間
変
動
は
大
き
く
、

出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
同
質
の
肉
豚

で
も
大
き
な
収
益
差
が
生
じ
る
。
令
和
五
年

度
の
東
京
市
場
上
物
価
格
は
平
均
六
〇
四
円

で
前
年
度
市
場
平
均
よ
り
八
円
上
昇
し
、
五

月
以
降
九
月
ま
で
月
平
均
で
六
〇
〇
円
台
の

高
値
相
場
が
続
き
年
間
を
通
し
て
高
い
卸
売

価
格
で
推
移
し
た
。

◆
飼
料
価
格

　
生
産
費
で
最
大
構
成
比
率
を
占
め
る
飼
料

費
の
一
㎏
当
り
加
重
平
均
価
格
は
表
3
に
示

す
よ
う
五
七
・
〇
円
（
四
〇
円
～
六
六
円
）

と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
飼
料
単
価
に
つ
い

て
は
、
年
間
全
飼
料
購
入
金
額
を
全
購
入
量

で
除
し
た
も
の
で
、
自
家
配
合
（
原
材
料
価

格
の
み
で
労
賃
や
施
設
等
償
却
費
を
み
て
い

な
い
）、
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
等
が
あ
る
た

め
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
要
素
も
あ
る
が
、

購
入
単
価
以
外
に
も
飼
料
給
与
体
系
の
検
討

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
食
品
未
利
用
資
源
の

活
用
に
よ
り
、
飼

料
単
価
を
抑
え
て

い
る
事
例
も
あ
る
。

◆�

種
豚
一
頭
当
り

利
益

　
一
母
豚
当
た
り

の
飼
料
費
（
加
重

平
均
）
は
四
五
九
、

八
九
二
円
（
前
年

比
一
一
五
％
、
前
々

年
比
一
二
六・八
％
）

と
な
り
、
一
母
豚

当
た
り
の
生
産
原

価
で
は
八
〇
〇
、

五
八
六
円
（
前
年

比
一
一
三
％
、
前
々

年
比
一
二
一・二
％
）

と
な
っ
た
。
収
益

に
関
し
て
は
、
種

雌
豚
一
頭
当
り
の

当
期
利
益
の
平
均

は
七
〇
、九
一
四
円

と
な
り
前
年
平
均

と
比
べ
︱
二
三
、七

一
二
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
豚
肉
市
場
価
格
が
非
常
に

好
調
で
あ
っ
た
一
方
で
、
飼
料
費
、
資
材
費
、

人
権
費
等
の
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
考
え
ら
れ

る
。

●
ま
と
め

　
近
年
は
種
豚
の
改
良
に
伴
い
大
型
化
、
産

子
数
の
増
加
、
出
荷
頭
数
の
増
加
、
枝
肉
重

量
の
増
加
が
み
ら
れ
一
母
豚
当
た
り
の
売
上

高
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。
そ
の
一
方
で
一
母

豚
当
た
り
の
生
産
原
価
も
増
加
し
、
生
産
原

価
の
半
分
を
占
め
る
飼
料
費
の
購
入
価
格
が

高
騰
し
た
平
成
二
〇
年
度
で
は
枝
肉
販
売
価

格
（
枝
肉
相
場
）
が
平
均
で
五
〇
〇
円
／
㎏

以
上
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
経
営
が
赤
字

表 2：令和 5 年度　出荷肉豚 1 頭当り損益分析表
農場番号

項　　目 （R5）NO.1 （R5）NO.2 （R5）NO.3 （R5）NO.4 平均値 最大値 最小値

期 首 棚 卸 高 4,341 5,620 5,109 11,828 6,725 11,828 4,341
（ 購 入 飼 料 費 ） 13,303 22,432 24,095 27,664 21,874 27,664 13,303
（ 衛 生 費 ） 3,229 2,652 3,000 2,268 2,787 3,229 2,268
（ 運 搬 費 ） 930 1,048 434 629 760 1,048 434
（ 諸 材 料 費 ） 1,169 849 327 290 659 1,169 290
（ 修 繕 費 ） 1,486 657 2,055 1,150 1,337 2,055 657
（ 水 道 光 熱 費 ） 1,960 2,714 1,226 2,318 2,055 2,714 1,226
（ 減 価 償 却 費 ） 2,549 837 2,690 900 1,744 2,690 837
（ 人 件 費 ） 9,938 6,274 5,396 4,618 6,557 9,938 4,618
（ 飼 養 雑 費 ） 271 150 587 228 309 587 150
生 産 費 用 34,835 37,613 39,809 41,123 38,345 41,123 34,835
期 末 棚 卸 高 △ 4,268 △ 4,713 △ 5,053 △ 11,603 △ 6,409 △ 4,268 △ 11,603
当 期 生 産 原 価 34,392 37,873 39,865 41,348 38,370 41,348 34,392
販 売 管 理 費 計 15,209 7,226 8,364 9,881 10,170 15,209 7,226
事 業 外 費 用 4,051 237 271 3 1,141 4,051 3
費 用 合 計 53,652 45,335 48,500 51,232 49,680 53,652 45,335
生 産 物 売 上 高 49,799 45,495 43,929 41,958 45,295 49,799 41,958

（ 肉 豚 売 上 高 ） 44,935 44,881 43,929 41,958 43,926 44,935 41,958
事 業 外 収 益 12,884 4,805 4,729 9,682 8,025 12,884 4,729
総 収 益 62,683 50,300 48,657 51,639 53,320 62,683 48,657
当 期 利 益 金 9,031 4,965 157 407 3,640 9,031 157
所 得 額 10,692 5,449 2,253 4,704 5,775 10,692 2,253
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決
算
と
な
っ
た
。

　
令
和
五
年
度
は
過
去
三
〇
年
間
余
り
で

一
番
の
飼
料
費
高
騰
下
で
の
決
算
と
な
っ

た
が
豚
肉
の
市
場
取
引
相
場
が
高
く
推
移

し
た
こ
と
、
ま
た
事
業
外
収
益
で
あ
る
補

て
ん
金
や
補
助
金
収
入
に
よ
り
赤
字
決
算

表 3：令和 5年度　農場別経済性分析表
農場No.

項　　目 （R5）NO.1 （R5）NO.2 （R5）NO.3 （R5）NO.4 平均値 最大値 最小値
単位

1、売上高飼料費率 （％） 26.7 49.3 54.9 65.9 49.2 65.9 26.7
2、売上高人件費率 （％） 20.0 13.8 12.3 11.0 14.3 20.0 11.0
3、売上高衛生費率 （％） 6.5 5.8 6.8 5.4 6.1 6.8 5.4
4、売上高支払利息率 （％） 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0
5、売上高純利益率 （％） 18.1 10.9 0.4 1.0 7.6 18.1 0.4
6、売上高所得率 （％） 21.5 12.0 5.2 11.2 12.5 21.5 5.2
7、飼料 1kg 平均価格 （円） 40 58 66 64 57 66 40
8、生体 kg当り販売額 （円） 377 387 373 396 383 396 373
9、生体 kg当生産原価 （円） 289 324 338 388 335 388 289
10、枝肉 kg当り販売額 （円） 576 578 565 591 578 591 565
11、枝肉 kg当生産原価 （円） 441 488 512 582 506 582 441
12、出荷豚 1頭販売額 （円） 44,935 44,881 43,929 41,958 43,926 44,935 41,958
13、出荷豚 1頭生産原価 （円） 34,392 37,873 39,865 41,348 38,370 41,348 34,392
14、1母豚当り売上高 （円） 960,663 890,173 1,002,948 900,774 938,640 1,002,948 890,173
15、1母豚当生産原価 （円） 663,460 741,025 910,170 887,687 800,586 910,170 663,460
16、1母豚当り純利益 （円） 174,208 97,144 3,575 8,727 70,914 174,208 3,575
17、1母豚当り所得 （円） 206,265 106,608 51,445 100,989 116,327 206,265 51,445

を
出
し
た
経
営
は
無
く
、
再
生
産
可
能
な

利
益
は
確
保
出
来
て
い
る
。
し
か
し
、
原

材
料
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
上
昇
は

続
い
て
お
り
、
修
繕
費
や
光
熱
費
の
上
昇

も
経
営
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
た
め
、

生
産
性
向
上
と
生
産
コ
ス
ト
削
減
の
検
討

は
引
き
続
き
行
う
必
要
が
あ
る
。

�

（
畜
産
会
　
橋
本
）

【
肉
用
牛
部
門
】

1
．
肉
用
牛
の
情
勢

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
六

年
も
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
に
よ
る
食
料
供
給
網
の
混

乱
、
円
安
等
に
よ
る
飼
料
や
燃

油
、
化
学
肥
料
な
ど
の
生
産
資

材
価
格
の
高
騰
が
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　
和
牛
枝
肉
の
価
格
（
東
京
食

肉
市
場
加
重
平
均
価
格
）
に
つ

い
て
は
、
物
価
の
上
昇
や
消
費

者
の
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り

に
よ
り
、
前
年
を
下
回
る
水
準

で
推
移
し
た
。
小
売
り
向
け
の

引
き
合
い
が
弱
ま
っ
て
い
る
た

め
、
前
年
を
下
回
る
傾
向
が
続

い
て
い
る
。

　
肉
用
子
牛
価
格
は
、
令
和
六

年
に
入
っ
て
下
落
し
は
じ
め
、

特
に
黒
毛
和
種
の
価
格
は
一
一
年

ぶ
り
に
五
〇
万
円
を
切
り
、
一

頭
当
た
り
四
九
万
八
、九
〇
〇
円

と
な
っ
た
。
こ
の
価
格
は
肉
用
牛
子
牛
生
産

者
補
給
金
制
度
の
保
証
基
準
価
格

五
六
万
四
、〇
〇
〇
円
を
下
回
り
、
そ
の
差
額

が
生
産
者
補
給
金
と
し
て
交
付
さ
れ
た
。（
参

考
：
令
和
七
年
度
に
は
保
証
基
準
価
格
は

五
七
万
七
、四
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。）

　
配
合
飼
料
価
格
は
、
令
和
二
年
一
〇
月

か
ら
シ
カ
ゴ
相
場
の
上
昇
に
伴
っ
て
上
昇

し
令
和
三
年
も
引
き
続
き
シ
カ
ゴ
相
場
の

上
昇
を
背
景
に
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰

が
続
い
て
い
る
。
令
和
四
年
七
月
に
は

一
〇
万
円
／
t
を
超
え
、
そ
の
後
も
高
止

ま
り
が
続
い
て
い
る
。

2
．
本
県
肉
用
牛
の
動
向

　
飼
養
戸
数
は
、
全
国
的
に
減
少
で
推
移

し
て
お
り
、
本
県
の
場
合
も
平
成
四
年
の

三
七
〇
戸
を
ピ
ー
ク
に
小
規
模
経
営
を
中

心
に
減
少
し
て
き
た
。
令
和
六
年
二
月
一

日
現
在
の
肉
用
牛
飼
養
状
況
は
、
農
林
統

計
（
農
水
省
）
に
よ
る
と
、
飼
養
戸
数
は

五
一
戸
で
あ
っ
た
。
飼
養
頭
数
は
平
成
六

年
の
七
、五
九
〇
頭
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

で
推
移
し
、
令
和
六
年
は
五
、一
三
〇
頭
で

あ
っ
た
。
一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
は
、

平
成
五
年
ま
で
二
〇
頭
前
後
で
推
移
し
て

い
た
が
、
以
降
徐
々
に
増
加
し
、
令
和
六

年
は
一
〇
〇
・
六
頭
で
あ
っ
た
。

3
．
診
断
農
家
成
績
の
分
析
概
要

　
令
和
六
年
度
畜
産
経
営
技
術
高
度
化
促

進
事
業
実
施
に
あ
た
り
肉
用
牛
部
門
は
、

経
営
診
断
に
基
づ
く
改
善
指
導
三
戸
、
生

産
技
術
指
導
三
戸
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指

導
二
戸
の
計
八
戸
に
対
し
て
支
援
指
導
を

実
施
し
た
。

　
こ
の
う
ち
総
合
的
に
経
営
数
値
が
把
握

で
き
た
二
事
例
に
加
え
て
、
後
継
者
等
育

成
支
援
等
に
お
い
て
技
術
成
績
が
把
握
で

き
た
事
例
を
加
え
た
合
計
九
事
例
に
つ
い

て
分
析
し
た
。

（
1
）
診
断
農
家
の
飼
養
規
模

ア
．
経
営
形
態

　
二
号
と
三
号
、
四
号
に
つ
い
て
肥
育
部

門
に
繁
殖
和
牛
の
一
貫
生
産
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
素
牛
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、

繁
殖
部
門
に
取
り
組
み
、
受
精
卵
移
植
、

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
活
用
し
自
家
産
牛
の

割
合
を
順
調
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。

　
肥
育
部
門
に
お
い
て
は
、
黒
毛
和
種
の

肥
育
専
門
経
営
が
二
号
、
七
号
、
八
号
の

三
事
例
で
あ
っ
た
。

　
黒
毛
和
種
と
交
雑
種
を
飼
養
し
て
い
る

経
営
は
残
り
の
一
号
、
三
号
、
四
号
、
五
号
、

六
号
、
九
号
の
六
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
六
号
は
、
県
内
の
黒
毛
和
種
受
精
卵

子
牛
を
導
入
す
る
こ
と
で
も
と
畜
費
の
低

減
を
図
っ
て
い
る
。

イ
．
飼
養
規
模

　
飼
養
規
模
に
つ
い
て
は
、
肥
育
牛
五
〇

頭
以
上
一
〇
〇
頭
未
満
が
三
事
例
、
五
〇

頭
未
満
が
二
事
例
、
一
〇
〇
頭
以
上
が
四

事
例
で
あ
っ
た
。

（
2
）
肥
育
牛
の
成
績
（
表
－
1
）

　
導
入
・
出
荷
成
績
の
判
明
し
て
い
る
九
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事
例
に
つ
い
て
収
益
性
に
関
わ
る
項
目
（
上

物
率
、
枝
肉
重
量
、
枝
肉
単
価
、
出
荷
日
齢
、

素
牛
価
格
、
飼
料
費
、
販
売
価
格
）
を
比

較
す
る
。

　
枝
肉
重
量
は
、
四
七
八
㎏
か
ら
五
七
九

㎏
で
平
均
五
四
八
・
一
㎏
で
あ
っ
た
。
前
年

度
五
四
九
・
八
㎏
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
。

　
枝
肉
単
価
は
、
二
、二
〇
九
円
／
㎏
か
ら

二
、六
〇
五
円
／
㎏
、
平
均
二
、四
三
四
・
五

円
／
㎏
で
前
年
度
平
均
二
、四
三
三
円
／
㎏

と
比
較
し
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

　
出
荷
日
齢
は
七
七
一
日
か
ら
九
八
二
・
三

日
で
、
平
均
は
八
九
〇
日
で
前
年
度
の

八
九
八
・
二
日
と
比
較
し
て
や
や
短
縮
で

あ
っ
た
。

　
素
牛
価
格
は
四
三
二
千
円
（
自
家
産
評

価
額
）
か
ら
最
高
は
子
牛
市
場
導
入
の

八
一
七
千
円
で
、
大
き
く
差
が
あ
り
、
平

均
六
三
二
千
円
、
前
年
度
六
一
三
千
円
を

上
回
っ
て
い
る
。

　
飼
料
費
は
三
三
四
千
円
か
ら
五
三
六
千

円
で
、
平
均
は
四
七
三
千
円
と
前
年
度

四
八
四
千
円
を
若
干
下
回
っ
た
。

　
販
売
価
格
は
一
、一
二
八
千
円
か
ら
一
、

五
一
〇
千
円
で
、
格
差
が
み
ら
れ
平
均
は

一
、三
四
四
千
円
で
前
年
度
一
、三
四
四
千

円
と
比
較
し
て
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

【
販
売
価
格
か
ら
素
牛
価
格
を
差
引
い
た
一

頭
当
り
増
加
額
】

　
五
四
四
千
円
か
ら
八
三
九
千
円
で
大
き

な
格
差
が
見
ら
れ
た
。
平
均
七
一
一
千
円

で
前
年
の
七
三
〇
千
円
を
下
回
っ
た
。

　
肥
育
牛
一
頭
当
り
増
加
額
を
飼
養
日
数

で
除
し
た
一
日
一
頭
当
り
増
加
額
は

八
四
三
円
か
ら
一
、三
二
三
円
と
幅
が
あ
り
、

平
均
一
、一
〇
二
円
で
前
年
度
平
均
一
、

〇
八
九
円
を
上
回
っ
た
。

　
肥
育
牛
一
当
り
増
加
額
か
ら
飼
料
費
を

差
引
い
た
肥
育
差
益
に
つ
い
て
は
、
八
千

円
か
ら
三
六
四
千
円
と
幅
が
あ
り
、
平
均

二
三
八
千
円
で
前
年
平
均
二
四
六
千
円
を

下
回
っ
た
。

　
肥
育
牛
一
頭
当
り
肥
育
差
益
を
飼
養
日

数
で
除
し
た
一
日
一
頭
当
り
肥
育
差
益
に

つ
い
て
も
、
一
四
円
か
ら
六
九
〇
円
と
格

差
が
あ
り
、
平
均
三
六
八
円
で
前
年
度
平

均
三
六
八
円
と
比
較
し
て
横
ば
い
で
あ
っ

た
。

　
素
牛
導
入
県
で
あ
る
神
奈
川
県
に
お
い

て
、
長
引
く
素
牛
価
格
高
騰
は
経
営
を
逼

迫
さ
せ
て
い
る
。
令
和
六
年
度
結
果
（
令

和
五
年
度
デ
ー
タ
）
は
、
肥
育
素
畜
費
、

飼
料
費
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
販
売

価
格
は
横
ば
い
で
、
増
加
額
、
肥
育
差
益

と
も
に
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
も
と
畜
費

低
減
を
図
っ
て
い
る
が
飼
料
価
格
の
上
昇

や
販
売
価
格
の
頭
打
ち
と
い
っ
た
相
場
の

影
響
が
大
き
い
。

【
増
加
額
と
肥
育
差
益
：
図
1
～
図
4
】

　
各
項
目
に
つ
い
て
経
営
毎
に
プ
ロ
ッ
ト
し
、

特
徴
の
み
ら
れ
た
経
営
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

表-1　増加額と肥育差益（黒毛和種去勢）令和5年

農家番号
4等級以

上
枝肉重量

（kg）
枝肉単価

（円）
出荷日齢

（日）
素牛価格

（円）
飼 料 費

（円）
販売価格

（円）

１頭当
増加額
（円）

１頭当
肥育差益

（円）

1日１頭当
増加額
（円）

1日１頭当
肥育差益

（円）

1 94.5 567.3 2,576 887.7 817,381 480,000 1,465,184 647,803 167,803 1,080 280
2 95.0 540.4 2,594 928.7 660,203 452,370 1,421,563 761,360 308,990 1,144 464
3 100.0 503.0 2,209 771.0 432,000 334,224 1,130,365 698,365 364,141 1,323 690
4 100.0 566.0 2,527 888.0 597,479 508,800 1,436,704 839,225 330,425 1,320 520
5 93.5 535.0 2,279 899.0 521,721 460,230 1,229,445 707,724 247,494 1,026 359
6 100.0 478.0 2,345 807.0 500,000 524,250 1,128,878 628,878 104,628 900 150
7 100.0 579.0 2,605 899.0 800,000 501,600 1,510,340 710,340 208,740 1,133 333
8 88.9 512.0 2,433 828.0 710,632 536,475 1,255,252 544,620 8,145 947 14
9 96.5 575.0 2,361 982.3 765,600 357,212 1,359,665 594,065 236,853 843 336

平均 96.0 548.1 2,434 890.0 632,459 473,174 1,344,135 711,675 238,502 1,102 368
全国平均 541.8 2,657 769,657 436,100 1,439,618 669,961 233,861 1,075 375 R4全国調査
R4年度 96.7 549.8 2,433 898.2 613,627 484,223 1,344,331 730,704 246,481 1,089 368
R3年度 96.8 548.0 2,465 899.0 608,390 433,257 1,378,727 770,336 337,080 1,113 491
R2年度 96.6 544.7 2,274 894.8 683,268 341,829 1,246,455 563,187 221,358 827 327 新型ｺﾛﾅ
R1年度 94.1 541.0 2,421 893.5 708,148 340,375 1,313,776 605,628 265,253 883 385
30年度 91.6 522.9 2,553 873.9 757,753 326,065 1,342,843 585,089 259,024 876 390 消費税増税
23年度 75.1 509.9 1,720 895.5 446,321 314,900 886,932 440,611 125,711 695 188 東日本大震災
22年度 76.8 518.6 1,841 913.0 474,899 308,200 969,729 494,831 186,631 776 279 口蹄疫
21年度 77.6 532.5 1,960 922.7 601,753 304,850 1,056,917 455,163 150,313 718 224
20年度 77.6 512.2 2,081 922.3 588,827 291,450 1,087,183 498,357 206,907 785 309 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
14年度 　 479.0 1,980 948.8 459,613 234,043 951,287 491,675 257,632 757 394
13年度 　 484.0 1,718 918.6 418,052 219,010 414,647 195,637 659 313 BSE

表 -1　増加額と肥育差益（黒毛和種去勢）令和 5年
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決
算
と
な
っ
た
。

　
令
和
五
年
度
は
過
去
三
〇
年
間
余
り
で

一
番
の
飼
料
費
高
騰
下
で
の
決
算
と
な
っ

た
が
豚
肉
の
市
場
取
引
相
場
が
高
く
推
移

し
た
こ
と
、
ま
た
事
業
外
収
益
で
あ
る
補

て
ん
金
や
補
助
金
収
入
に
よ
り
赤
字
決
算

表 3：令和 5年度　農場別経済性分析表
農場No.

項　　目 （R5）NO.1 （R5）NO.2 （R5）NO.3 （R5）NO.4 平均値 最大値 最小値
単位

1、売上高飼料費率 （％） 26.7 49.3 54.9 65.9 49.2 65.9 26.7
2、売上高人件費率 （％） 20.0 13.8 12.3 11.0 14.3 20.0 11.0
3、売上高衛生費率 （％） 6.5 5.8 6.8 5.4 6.1 6.8 5.4
4、売上高支払利息率 （％） 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0
5、売上高純利益率 （％） 18.1 10.9 0.4 1.0 7.6 18.1 0.4
6、売上高所得率 （％） 21.5 12.0 5.2 11.2 12.5 21.5 5.2
7、飼料 1kg 平均価格 （円） 40 58 66 64 57 66 40
8、生体 kg当り販売額 （円） 377 387 373 396 383 396 373
9、生体 kg当生産原価 （円） 289 324 338 388 335 388 289
10、枝肉 kg当り販売額 （円） 576 578 565 591 578 591 565
11、枝肉 kg当生産原価 （円） 441 488 512 582 506 582 441
12、出荷豚 1頭販売額 （円） 44,935 44,881 43,929 41,958 43,926 44,935 41,958
13、出荷豚 1頭生産原価 （円） 34,392 37,873 39,865 41,348 38,370 41,348 34,392
14、1母豚当り売上高 （円） 960,663 890,173 1,002,948 900,774 938,640 1,002,948 890,173
15、1母豚当生産原価 （円） 663,460 741,025 910,170 887,687 800,586 910,170 663,460
16、1母豚当り純利益 （円） 174,208 97,144 3,575 8,727 70,914 174,208 3,575
17、1母豚当り所得 （円） 206,265 106,608 51,445 100,989 116,327 206,265 51,445

を
出
し
た
経
営
は
無
く
、
再
生
産
可
能
な

利
益
は
確
保
出
来
て
い
る
。
し
か
し
、
原

材
料
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
上
昇
は

続
い
て
お
り
、
修
繕
費
や
光
熱
費
の
上
昇

も
経
営
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
た
め
、

生
産
性
向
上
と
生
産
コ
ス
ト
削
減
の
検
討

は
引
き
続
き
行
う
必
要
が
あ
る
。

�

（
畜
産
会
　
橋
本
）

【
肉
用
牛
部
門
】

1
．
肉
用
牛
の
情
勢

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
令
和
六

年
も
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
に
よ
る
食
料
供
給
網
の
混

乱
、
円
安
等
に
よ
る
飼
料
や
燃

油
、
化
学
肥
料
な
ど
の
生
産
資

材
価
格
の
高
騰
が
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　
和
牛
枝
肉
の
価
格
（
東
京
食

肉
市
場
加
重
平
均
価
格
）
に
つ

い
て
は
、
物
価
の
上
昇
や
消
費

者
の
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り

に
よ
り
、
前
年
を
下
回
る
水
準

で
推
移
し
た
。
小
売
り
向
け
の

引
き
合
い
が
弱
ま
っ
て
い
る
た

め
、
前
年
を
下
回
る
傾
向
が
続

い
て
い
る
。

　
肉
用
子
牛
価
格
は
、
令
和
六

年
に
入
っ
て
下
落
し
は
じ
め
、

特
に
黒
毛
和
種
の
価
格
は
一
一
年

ぶ
り
に
五
〇
万
円
を
切
り
、
一

頭
当
た
り
四
九
万
八
、九
〇
〇
円

と
な
っ
た
。
こ
の
価
格
は
肉
用
牛
子
牛
生
産

者
補
給
金
制
度
の
保
証
基
準
価
格

五
六
万
四
、〇
〇
〇
円
を
下
回
り
、
そ
の
差
額

が
生
産
者
補
給
金
と
し
て
交
付
さ
れ
た
。（
参

考
：
令
和
七
年
度
に
は
保
証
基
準
価
格
は

五
七
万
七
、四
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。）

　
配
合
飼
料
価
格
は
、
令
和
二
年
一
〇
月

か
ら
シ
カ
ゴ
相
場
の
上
昇
に
伴
っ
て
上
昇

し
令
和
三
年
も
引
き
続
き
シ
カ
ゴ
相
場
の

上
昇
を
背
景
に
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰

が
続
い
て
い
る
。
令
和
四
年
七
月
に
は

一
〇
万
円
／
t
を
超
え
、
そ
の
後
も
高
止

ま
り
が
続
い
て
い
る
。

2
．
本
県
肉
用
牛
の
動
向

　
飼
養
戸
数
は
、
全
国
的
に
減
少
で
推
移

し
て
お
り
、
本
県
の
場
合
も
平
成
四
年
の

三
七
〇
戸
を
ピ
ー
ク
に
小
規
模
経
営
を
中

心
に
減
少
し
て
き
た
。
令
和
六
年
二
月
一

日
現
在
の
肉
用
牛
飼
養
状
況
は
、
農
林
統

計
（
農
水
省
）
に
よ
る
と
、
飼
養
戸
数
は

五
一
戸
で
あ
っ
た
。
飼
養
頭
数
は
平
成
六

年
の
七
、五
九
〇
頭
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

で
推
移
し
、
令
和
六
年
は
五
、一
三
〇
頭
で

あ
っ
た
。
一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
は
、

平
成
五
年
ま
で
二
〇
頭
前
後
で
推
移
し
て

い
た
が
、
以
降
徐
々
に
増
加
し
、
令
和
六

年
は
一
〇
〇
・
六
頭
で
あ
っ
た
。

3
．
診
断
農
家
成
績
の
分
析
概
要

　
令
和
六
年
度
畜
産
経
営
技
術
高
度
化
促

進
事
業
実
施
に
あ
た
り
肉
用
牛
部
門
は
、

経
営
診
断
に
基
づ
く
改
善
指
導
三
戸
、
生

産
技
術
指
導
三
戸
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指

導
二
戸
の
計
八
戸
に
対
し
て
支
援
指
導
を

実
施
し
た
。

　
こ
の
う
ち
総
合
的
に
経
営
数
値
が
把
握

で
き
た
二
事
例
に
加
え
て
、
後
継
者
等
育

成
支
援
等
に
お
い
て
技
術
成
績
が
把
握
で

き
た
事
例
を
加
え
た
合
計
九
事
例
に
つ
い

て
分
析
し
た
。

（
1
）
診
断
農
家
の
飼
養
規
模

ア
．
経
営
形
態

　
二
号
と
三
号
、
四
号
に
つ
い
て
肥
育
部

門
に
繁
殖
和
牛
の
一
貫
生
産
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
素
牛
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、

繁
殖
部
門
に
取
り
組
み
、
受
精
卵
移
植
、

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
活
用
し
自
家
産
牛
の

割
合
を
順
調
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。

　
肥
育
部
門
に
お
い
て
は
、
黒
毛
和
種
の

肥
育
専
門
経
営
が
二
号
、
七
号
、
八
号
の

三
事
例
で
あ
っ
た
。

　
黒
毛
和
種
と
交
雑
種
を
飼
養
し
て
い
る

経
営
は
残
り
の
一
号
、
三
号
、
四
号
、
五
号
、

六
号
、
九
号
の
六
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
六
号
は
、
県
内
の
黒
毛
和
種
受
精
卵

子
牛
を
導
入
す
る
こ
と
で
も
と
畜
費
の
低

減
を
図
っ
て
い
る
。

イ
．
飼
養
規
模

　
飼
養
規
模
に
つ
い
て
は
、
肥
育
牛
五
〇

頭
以
上
一
〇
〇
頭
未
満
が
三
事
例
、
五
〇

頭
未
満
が
二
事
例
、
一
〇
〇
頭
以
上
が
四

事
例
で
あ
っ
た
。

（
2
）
肥
育
牛
の
成
績
（
表
－
1
）

　
導
入
・
出
荷
成
績
の
判
明
し
て
い
る
九
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事
例
に
つ
い
て
収
益
性
に
関
わ
る
項
目
（
上

物
率
、
枝
肉
重
量
、
枝
肉
単
価
、
出
荷
日
齢
、

素
牛
価
格
、
飼
料
費
、
販
売
価
格
）
を
比

較
す
る
。

　
枝
肉
重
量
は
、
四
七
八
㎏
か
ら
五
七
九

㎏
で
平
均
五
四
八
・
一
㎏
で
あ
っ
た
。
前
年

度
五
四
九
・
八
㎏
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
。

　
枝
肉
単
価
は
、
二
、二
〇
九
円
／
㎏
か
ら

二
、六
〇
五
円
／
㎏
、
平
均
二
、四
三
四
・
五

円
／
㎏
で
前
年
度
平
均
二
、四
三
三
円
／
㎏

と
比
較
し
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

　
出
荷
日
齢
は
七
七
一
日
か
ら
九
八
二
・
三

日
で
、
平
均
は
八
九
〇
日
で
前
年
度
の

八
九
八
・
二
日
と
比
較
し
て
や
や
短
縮
で

あ
っ
た
。

　
素
牛
価
格
は
四
三
二
千
円
（
自
家
産
評

価
額
）
か
ら
最
高
は
子
牛
市
場
導
入
の

八
一
七
千
円
で
、
大
き
く
差
が
あ
り
、
平

均
六
三
二
千
円
、
前
年
度
六
一
三
千
円
を

上
回
っ
て
い
る
。

　
飼
料
費
は
三
三
四
千
円
か
ら
五
三
六
千

円
で
、
平
均
は
四
七
三
千
円
と
前
年
度

四
八
四
千
円
を
若
干
下
回
っ
た
。

　
販
売
価
格
は
一
、一
二
八
千
円
か
ら
一
、

五
一
〇
千
円
で
、
格
差
が
み
ら
れ
平
均
は

一
、三
四
四
千
円
で
前
年
度
一
、三
四
四
千

円
と
比
較
し
て
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

【
販
売
価
格
か
ら
素
牛
価
格
を
差
引
い
た
一

頭
当
り
増
加
額
】

　
五
四
四
千
円
か
ら
八
三
九
千
円
で
大
き

な
格
差
が
見
ら
れ
た
。
平
均
七
一
一
千
円

で
前
年
の
七
三
〇
千
円
を
下
回
っ
た
。

　
肥
育
牛
一
頭
当
り
増
加
額
を
飼
養
日
数

で
除
し
た
一
日
一
頭
当
り
増
加
額
は

八
四
三
円
か
ら
一
、三
二
三
円
と
幅
が
あ
り
、

平
均
一
、一
〇
二
円
で
前
年
度
平
均
一
、

〇
八
九
円
を
上
回
っ
た
。

　
肥
育
牛
一
当
り
増
加
額
か
ら
飼
料
費
を

差
引
い
た
肥
育
差
益
に
つ
い
て
は
、
八
千

円
か
ら
三
六
四
千
円
と
幅
が
あ
り
、
平
均

二
三
八
千
円
で
前
年
平
均
二
四
六
千
円
を

下
回
っ
た
。

　
肥
育
牛
一
頭
当
り
肥
育
差
益
を
飼
養
日

数
で
除
し
た
一
日
一
頭
当
り
肥
育
差
益
に

つ
い
て
も
、
一
四
円
か
ら
六
九
〇
円
と
格

差
が
あ
り
、
平
均
三
六
八
円
で
前
年
度
平

均
三
六
八
円
と
比
較
し
て
横
ば
い
で
あ
っ

た
。

　
素
牛
導
入
県
で
あ
る
神
奈
川
県
に
お
い

て
、
長
引
く
素
牛
価
格
高
騰
は
経
営
を
逼

迫
さ
せ
て
い
る
。
令
和
六
年
度
結
果
（
令

和
五
年
度
デ
ー
タ
）
は
、
肥
育
素
畜
費
、

飼
料
費
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
販
売

価
格
は
横
ば
い
で
、
増
加
額
、
肥
育
差
益

と
も
に
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
も
と
畜
費

低
減
を
図
っ
て
い
る
が
飼
料
価
格
の
上
昇

や
販
売
価
格
の
頭
打
ち
と
い
っ
た
相
場
の

影
響
が
大
き
い
。

【
増
加
額
と
肥
育
差
益
：
図
1
～
図
4
】

　
各
項
目
に
つ
い
て
経
営
毎
に
プ
ロ
ッ
ト
し
、

特
徴
の
み
ら
れ
た
経
営
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

表-1　増加額と肥育差益（黒毛和種去勢）令和5年

農家番号
4等級以

上
枝肉重量

（kg）
枝肉単価

（円）
出荷日齢

（日）
素牛価格

（円）
飼 料 費

（円）
販売価格

（円）

１頭当
増加額
（円）

１頭当
肥育差益

（円）

1日１頭当
増加額
（円）

1日１頭当
肥育差益

（円）

1 94.5 567.3 2,576 887.7 817,381 480,000 1,465,184 647,803 167,803 1,080 280
2 95.0 540.4 2,594 928.7 660,203 452,370 1,421,563 761,360 308,990 1,144 464
3 100.0 503.0 2,209 771.0 432,000 334,224 1,130,365 698,365 364,141 1,323 690
4 100.0 566.0 2,527 888.0 597,479 508,800 1,436,704 839,225 330,425 1,320 520
5 93.5 535.0 2,279 899.0 521,721 460,230 1,229,445 707,724 247,494 1,026 359
6 100.0 478.0 2,345 807.0 500,000 524,250 1,128,878 628,878 104,628 900 150
7 100.0 579.0 2,605 899.0 800,000 501,600 1,510,340 710,340 208,740 1,133 333
8 88.9 512.0 2,433 828.0 710,632 536,475 1,255,252 544,620 8,145 947 14
9 96.5 575.0 2,361 982.3 765,600 357,212 1,359,665 594,065 236,853 843 336

平均 96.0 548.1 2,434 890.0 632,459 473,174 1,344,135 711,675 238,502 1,102 368
全国平均 541.8 2,657 769,657 436,100 1,439,618 669,961 233,861 1,075 375 R4全国調査
R4年度 96.7 549.8 2,433 898.2 613,627 484,223 1,344,331 730,704 246,481 1,089 368
R3年度 96.8 548.0 2,465 899.0 608,390 433,257 1,378,727 770,336 337,080 1,113 491
R2年度 96.6 544.7 2,274 894.8 683,268 341,829 1,246,455 563,187 221,358 827 327 新型ｺﾛﾅ
R1年度 94.1 541.0 2,421 893.5 708,148 340,375 1,313,776 605,628 265,253 883 385
30年度 91.6 522.9 2,553 873.9 757,753 326,065 1,342,843 585,089 259,024 876 390 消費税増税
23年度 75.1 509.9 1,720 895.5 446,321 314,900 886,932 440,611 125,711 695 188 東日本大震災
22年度 76.8 518.6 1,841 913.0 474,899 308,200 969,729 494,831 186,631 776 279 口蹄疫
21年度 77.6 532.5 1,960 922.7 601,753 304,850 1,056,917 455,163 150,313 718 224
20年度 77.6 512.2 2,081 922.3 588,827 291,450 1,087,183 498,357 206,907 785 309 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
14年度 　 479.0 1,980 948.8 459,613 234,043 951,287 491,675 257,632 757 394
13年度 　 484.0 1,718 918.6 418,052 219,010 414,647 195,637 659 313 BSE

表 -1　増加額と肥育差益（黒毛和種去勢）令和 5年
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① 

増
加
額
が
八
三
万
円
／
頭
と
最
も
高
い

四
号
は
飼
料
費
は
高
め
（
図
2
）
だ
が

素
牛
価
格
を
抑
え
（
図
1
）
販
売
価
格

が
高
い
（
図
3
）。

② 

増
加
額
が
五
四
万
円
／
頭
と
低
い
八
号

は
飼
料
費
が
高
く
（
図
2
）
素
牛
価
格

も
高
く
（
図
1
）
販
売
価
格
が
低
い
（
図

3
）。

③ 

一
号
は
販
売
価
格
が
高
く
（
図
3
）
飼

料
費
も
抑
え
て
い
る
が
（
図
2
）
素
牛

価
格
が
最
も
高
い
た
め
（
図
1
）
増
加

額
が
六
五
万
円
／
頭
に
留
ま
っ
て
い
る
。

4
．
支
援
指
導
の
方
向
と
対
策

　
生
産
費
の
三
割
以
上
を
占
め
る
素
畜
費

の
低
減
対
策
に
取
り
組
む
事
例
が
コ
ン
サ

ル
事
例
の
中
で
も
み
ら
れ
、
肥
育
経
営
に

お
い
て
繁
殖
部
門
を
導
入
し
て
い
る
。

　
繁
殖
一
貫
に
取
り
組
む
経
営
で
は
自
家

産
牛
は
出
荷
ま
で
八
〇
～
九
〇
万
円
程
度

で
仕
上
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
黒
毛
肥
育

専
門
の
経
営
で
は
現
在
で
も
八
〇
万
円
前

後
の
素
牛
を
導
入
し
て
い
る
た
め
出
荷
時

の
生
産
原
価
は
一
二
〇
万
～
一
三
〇
万
円

と
な
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
先
の
見

え
な
い
状
況
で
今
後
も
消
費
低
迷
は
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
枝
肉
相
場
は
期
待
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
県
外
か
ら
の
導
入
だ
け

で
は
経
営
維
持
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　
全
国
平
均
で
は
素
牛
価
格
が
下
が
っ
て

い
る
が
、
高
付
加
価
値
販
売
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）

を
維
持
す
る
た
め
に
優
良
肥
育
素
牛
を
導

入
し
て
き
た
本
県
に
お
い
て
は
依
然
と
し

て
子
牛
市
場
で
高
い
素
牛
を
導
入
し
て
お

り
、
素
畜
費
低
減
の
た
め
に
は
一
貫
経
営

か
受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
ス
モ
ー
ル
の

導
入
（
県
内
で
の
地
域
一
貫
）
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
今
後
の
生
き
残
り
対
策
と
い

え
る
。

　
素
牛
供
給
基
盤
の
強
化
に
受
精
卵
移
植

を
活
用
し
た
肥
育
経
営
と
酪
農
経
営
の
連

携
は
不
可
欠
で
、
同
時
に
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
（
C
S
）
に
よ
る
飼
養
管
理
の
受
託

な
ど
地
域
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
も

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）
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【
酪
農
部
門
】

　
令
和
六
年
度
畜
産
経
営
技
術
高
度
化
促

進
事
業
に
お
い
て
、
酪
農
部
門
で
は
経
営

診
断
に
基
づ
く
改
善
指
導
四
戸
、
生
産
技

術
指
導
三
戸
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
四

戸
の
計
一
一
戸
に
つ
い
て
経
営
指
導
を
実

施
し
た
。

　
今
回
は
経
営
数
値
が
明
ら
か
で
比
較
可

能
な
四
戸
の
農
家
に
つ
い
て
、
令
和
五
年

度
実
績
を
述
べ
る
。
診
断
農
家
の
経
営
成

績
は
表
1
・
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
診
断
農
家
の
概
況

　
今
回
調
査
し
た
四
戸
の
平
均
飼
養
頭
数

は
三
四
・
五
頭
で
、
県
平
均
の
三
三
・
八
頭

よ
り
若
干
多
い
数
値
と
な
っ
た
が
前
年
度

平
均
の
三
七
・
一
頭
か
ら
二
・
六
頭
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、
四
戸
す
べ
て
の
経
営
で

自
給
飼
料
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
飼
料
耕

地
面
積
は
平
均
三
六
六
・
三
a
で
作
付
延
べ

面
積
は
平
均
六
八
二
・
五
a
、
圃
場
利
用
率

は
平
均
一
・
八
回
だ
っ
た
。
飼
料
価
格
の
高

騰
か
ら
、
自
給
飼
料
の
増
産
が
推
奨
さ
れ

る
中
、
本
県
で
は
都
市
化
や
狭
い
農
地
、

高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
等
に
よ
り
作

付
面
積
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
事
例
農
家

の
中
に
は
、
稲
わ
ら
の
収
穫
や
水
田
の
裏

作
で
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
生
産
を
し
、

収
量
を
増
や
す
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
経
営
も
見
ら
れ
た
。

　
経
産
牛
一
頭
当
り
の
平
均
産
乳
量
は
、

七
、三
七
七
・
三
㎏
で
前
年
平
均
の
七
、

九
九
〇
・
七
㎏
か
ら
六
一
三
㎏
ほ
ど
減
少
し

た
。
経
営
個
々
で
は
四
、
八
三
七
～

一
〇
、二
七
四
㎏
の
範
囲
と
な
り
、
最
小
と

最
大
の
間
で
五
、四
三
七
㎏
も
の
差
が
見
ら

れ
た
。
乳
質
は
乳
脂
肪
率
が
四
・
一
二
％
、

無
脂
乳
固
形
分
率
は
八
・
八
七
％
で
乳
脂
肪

率
は
全
て
の
農
家
で
四
％
を
超
え
て
い
た
。

　
繁
殖
に
つ
い
て
は
、
平
均
種
付
け
回
数

が
二
・
一
回
、
平
均
分
娩
間
隔
が
一
六
・
六
ヶ

月
と
芳
し
く
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。
適
切

な
分
娩
間
隔
は
生
涯
の
平
均
乳
量
を
高
く

維
持
で
き
る
。
飼
養
頭
数
の
拡
大
が
難
し

い
本
県
の
酪
農
で
は
、
搾
乳
頭
数
を
最
大

化
し
平
均
乳
量
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
長
期
不
受
胎
牛
の

治
療
や
更
新
、
発
情
の
早
期
発
見
等
、
繁

殖
管
理
に
は
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。

　
経
産
牛
一
頭
当
た
り
の
所
得
は

一
四
〇
、六
二
七
円
で
、
昨
年
平
均
の

一
〇
五
、七
二
〇
円
か
ら
三
四
、九
〇
七
円

の
増
と
な
っ
た
。
乳
価
に
関
し
て
は
令
和

四
年
一
一
月
以
降
に
段
階
的
な
引
上
げ
が

あ
っ
た
た
め
、
牛
乳
販
売
収
入
が
増
加
し

て
い
る
（
前
年
度
一
、〇
二
五
千
円
か
ら
一
、

〇
四
五
千
円
）。
ま
た
、
令
和
五
年
度
は
、

物
価
高
騰
対
策
等
の
事
業
に
係
る
助
成
金

や
補
填
金
の
交
付
が
あ
り
、
所
得
が
上
が

る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
令
和
五
年
度
は
昨
年
度
か
ら

続
い
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
等

の
影
響
も
あ
り
、
配
合
飼
料
価
格
や
輸
入

乾
牧
草
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
乳
飼
比
は
三
戸
の
農
家
で

六
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
平
均
で

六
四
・
五
％
と
購
入
飼
料
費
が
生
産
費
に
占

め
る
割
合
は
高
く
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　
本
県
の
酪
農
経
営
の
情
勢
は
、
戸
数
、
乳

牛
頭
数
と
も
に
減
少
を
続
け
て
い
る
（
令
和

七
年
六
月
現
在
の
酪
農
家
戸
数
は
九
一
件
）。

こ
れ
に
は
、
都
市
化
、
後
継
者
不
足
、
生
産

資
材
の
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
大
、
牛
房
稼

働
率
の
減
少
等
が
経
営
条
件
の
悪
化
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
も
酪
農
経
営
を
持

続
さ
せ
る
た
め
に
、
第
三
者
継
承
等
に
よ
る

新
た
な
担
い
手
の
確
保
、
人
員
不
足
を
補
う

た
め
A
I
や
I
o
T
等
の
先
端
技
術
の
活

用
は
重
要
で
あ
る
。
他
に
も
出
前
授
業
等
を

実
施
し
、
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
も
都
市
で
酪
農
を
続
け
る
上
で
大
切
な

活
動
だ
と
考
え
る
。�

（
畜
産
会
　
藤
田
）

地方競馬の収益金は畜産振興に
役立てられています。

日催開馬競崎川
8月 4日（月）～8月 8日（金）ナイター
8月21日（木）～8月22日（金）ナイター
8月25日（月）～8月26日（火）ナイター
9月 8日（月）～9月12日（金）ナイター
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① 

増
加
額
が
八
三
万
円
／
頭
と
最
も
高
い

四
号
は
飼
料
費
は
高
め
（
図
2
）
だ
が

素
牛
価
格
を
抑
え
（
図
1
）
販
売
価
格

が
高
い
（
図
3
）。

② 

増
加
額
が
五
四
万
円
／
頭
と
低
い
八
号

は
飼
料
費
が
高
く
（
図
2
）
素
牛
価
格

も
高
く
（
図
1
）
販
売
価
格
が
低
い
（
図

3
）。

③ 

一
号
は
販
売
価
格
が
高
く
（
図
3
）
飼

料
費
も
抑
え
て
い
る
が
（
図
2
）
素
牛

価
格
が
最
も
高
い
た
め
（
図
1
）
増
加

額
が
六
五
万
円
／
頭
に
留
ま
っ
て
い
る
。

4
．
支
援
指
導
の
方
向
と
対
策

　
生
産
費
の
三
割
以
上
を
占
め
る
素
畜
費

の
低
減
対
策
に
取
り
組
む
事
例
が
コ
ン
サ

ル
事
例
の
中
で
も
み
ら
れ
、
肥
育
経
営
に

お
い
て
繁
殖
部
門
を
導
入
し
て
い
る
。

　
繁
殖
一
貫
に
取
り
組
む
経
営
で
は
自
家

産
牛
は
出
荷
ま
で
八
〇
～
九
〇
万
円
程
度

で
仕
上
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
黒
毛
肥
育

専
門
の
経
営
で
は
現
在
で
も
八
〇
万
円
前

後
の
素
牛
を
導
入
し
て
い
る
た
め
出
荷
時

の
生
産
原
価
は
一
二
〇
万
～
一
三
〇
万
円

と
な
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
先
の
見

え
な
い
状
況
で
今
後
も
消
費
低
迷
は
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
枝
肉
相
場
は
期
待
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
県
外
か
ら
の
導
入
だ
け

で
は
経
営
維
持
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　
全
国
平
均
で
は
素
牛
価
格
が
下
が
っ
て

い
る
が
、
高
付
加
価
値
販
売
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）

を
維
持
す
る
た
め
に
優
良
肥
育
素
牛
を
導

入
し
て
き
た
本
県
に
お
い
て
は
依
然
と
し

て
子
牛
市
場
で
高
い
素
牛
を
導
入
し
て
お

り
、
素
畜
費
低
減
の
た
め
に
は
一
貫
経
営

か
受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
ス
モ
ー
ル
の

導
入
（
県
内
で
の
地
域
一
貫
）
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
今
後
の
生
き
残
り
対
策
と
い

え
る
。

　
素
牛
供
給
基
盤
の
強
化
に
受
精
卵
移
植

を
活
用
し
た
肥
育
経
営
と
酪
農
経
営
の
連

携
は
不
可
欠
で
、
同
時
に
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
（
C
S
）
に
よ
る
飼
養
管
理
の
受
託

な
ど
地
域
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
も

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）
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第694号　令和 7年 7月 1日（火曜日）

【
酪
農
部
門
】

　
令
和
六
年
度
畜
産
経
営
技
術
高
度
化
促

進
事
業
に
お
い
て
、
酪
農
部
門
で
は
経
営

診
断
に
基
づ
く
改
善
指
導
四
戸
、
生
産
技

術
指
導
三
戸
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
四

戸
の
計
一
一
戸
に
つ
い
て
経
営
指
導
を
実

施
し
た
。

　
今
回
は
経
営
数
値
が
明
ら
か
で
比
較
可

能
な
四
戸
の
農
家
に
つ
い
て
、
令
和
五
年

度
実
績
を
述
べ
る
。
診
断
農
家
の
経
営
成

績
は
表
1
・
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
診
断
農
家
の
概
況

　
今
回
調
査
し
た
四
戸
の
平
均
飼
養
頭
数

は
三
四
・
五
頭
で
、
県
平
均
の
三
三
・
八
頭

よ
り
若
干
多
い
数
値
と
な
っ
た
が
前
年
度

平
均
の
三
七
・
一
頭
か
ら
二
・
六
頭
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、
四
戸
す
べ
て
の
経
営
で

自
給
飼
料
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
飼
料
耕

地
面
積
は
平
均
三
六
六
・
三
a
で
作
付
延
べ

面
積
は
平
均
六
八
二
・
五
a
、
圃
場
利
用
率

は
平
均
一
・
八
回
だ
っ
た
。
飼
料
価
格
の
高

騰
か
ら
、
自
給
飼
料
の
増
産
が
推
奨
さ
れ

る
中
、
本
県
で
は
都
市
化
や
狭
い
農
地
、

高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
等
に
よ
り
作

付
面
積
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
事
例
農
家

の
中
に
は
、
稲
わ
ら
の
収
穫
や
水
田
の
裏

作
で
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
生
産
を
し
、

収
量
を
増
や
す
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
経
営
も
見
ら
れ
た
。

　
経
産
牛
一
頭
当
り
の
平
均
産
乳
量
は
、

七
、三
七
七
・
三
㎏
で
前
年
平
均
の
七
、

九
九
〇
・
七
㎏
か
ら
六
一
三
㎏
ほ
ど
減
少
し

た
。
経
営
個
々
で
は
四
、
八
三
七
～

一
〇
、二
七
四
㎏
の
範
囲
と
な
り
、
最
小
と

最
大
の
間
で
五
、四
三
七
㎏
も
の
差
が
見
ら

れ
た
。
乳
質
は
乳
脂
肪
率
が
四
・
一
二
％
、

無
脂
乳
固
形
分
率
は
八
・
八
七
％
で
乳
脂
肪

率
は
全
て
の
農
家
で
四
％
を
超
え
て
い
た
。

　
繁
殖
に
つ
い
て
は
、
平
均
種
付
け
回
数

が
二
・
一
回
、
平
均
分
娩
間
隔
が
一
六
・
六
ヶ

月
と
芳
し
く
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。
適
切

な
分
娩
間
隔
は
生
涯
の
平
均
乳
量
を
高
く

維
持
で
き
る
。
飼
養
頭
数
の
拡
大
が
難
し

い
本
県
の
酪
農
で
は
、
搾
乳
頭
数
を
最
大

化
し
平
均
乳
量
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
長
期
不
受
胎
牛
の

治
療
や
更
新
、
発
情
の
早
期
発
見
等
、
繁

殖
管
理
に
は
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。

　
経
産
牛
一
頭
当
た
り
の
所
得
は

一
四
〇
、六
二
七
円
で
、
昨
年
平
均
の

一
〇
五
、七
二
〇
円
か
ら
三
四
、九
〇
七
円

の
増
と
な
っ
た
。
乳
価
に
関
し
て
は
令
和

四
年
一
一
月
以
降
に
段
階
的
な
引
上
げ
が

あ
っ
た
た
め
、
牛
乳
販
売
収
入
が
増
加
し

て
い
る
（
前
年
度
一
、〇
二
五
千
円
か
ら
一
、

〇
四
五
千
円
）。
ま
た
、
令
和
五
年
度
は
、

物
価
高
騰
対
策
等
の
事
業
に
係
る
助
成
金

や
補
填
金
の
交
付
が
あ
り
、
所
得
が
上
が

る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
令
和
五
年
度
は
昨
年
度
か
ら

続
い
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
等

の
影
響
も
あ
り
、
配
合
飼
料
価
格
や
輸
入

乾
牧
草
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
乳
飼
比
は
三
戸
の
農
家
で

六
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
平
均
で

六
四
・
五
％
と
購
入
飼
料
費
が
生
産
費
に
占

め
る
割
合
は
高
く
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　
本
県
の
酪
農
経
営
の
情
勢
は
、
戸
数
、
乳

牛
頭
数
と
も
に
減
少
を
続
け
て
い
る
（
令
和

七
年
六
月
現
在
の
酪
農
家
戸
数
は
九
一
件
）。

こ
れ
に
は
、
都
市
化
、
後
継
者
不
足
、
生
産

資
材
の
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
大
、
牛
房
稼

働
率
の
減
少
等
が
経
営
条
件
の
悪
化
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
も
酪
農
経
営
を
持

続
さ
せ
る
た
め
に
、
第
三
者
継
承
等
に
よ
る

新
た
な
担
い
手
の
確
保
、
人
員
不
足
を
補
う

た
め
A
I
や
I
o
T
等
の
先
端
技
術
の
活

用
は
重
要
で
あ
る
。
他
に
も
出
前
授
業
等
を

実
施
し
、
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
も
都
市
で
酪
農
を
続
け
る
上
で
大
切
な

活
動
だ
と
考
え
る
。�

（
畜
産
会
　
藤
田
）

地方競馬の収益金は畜産振興に
役立てられています。

日催開馬競崎川
8月 4日（月）～8月 8日（金）ナイター
8月21日（木）～8月22日（金）ナイター
8月25日（月）～8月26日（火）ナイター
9月 8日（月）～9月12日（金）ナイター
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第694号　令和 7年 7月 1日（火曜日）

最最    小小 最最    大大 平平    均均 前前年年平平均均

経産牛平均飼養頭数 頭 23.5 55.0 34.5 37.1

育成牛平均飼養頭数 頭 11.0 24.0 17.5 18.4

飼養牛中経産牛比率 ％ 49.5 74.8 65.3 64.3

労働力員数 人 1.4 4.1 2.2 2.8

雇用労働力依存率 ％ 0.0 54.5 26.2 19.2

経産牛１頭当り労働時間 ｈ 111.3 162.9 133.1 173.1

労働１人当り経産牛飼養頭数 頭 13.5 19.8 16.8 13.4

飼料耕地面積 ａ 165.0 500.0 366.3 353.8

飼料作物作付延面積 ａ 300.0 1,500.0 682.5 677.5

圃場利用率 回 1.0 3.0 1.8 1.8

経産牛１頭当り飼料作物作付延面積 ａ 7.8 43.5 21.1 21.7

年間総生産乳量 ｔ 113.7 354.4 253.3 286.0

経産牛年間１頭当り産乳量 Kg 4,837 10,274 7,377.3 7,990.7

経産牛１日１頭当り産乳量 Kg 13.3 28.1 20.2 21.9

平均乳脂率 ％ 4.0 4.4 4.12 4.04

平均無脂乳固形分率 ％ 8.77 9.08 8.87 8.84

平均乳価 円 138.4 145.4 141.2 128.2

期末平均産次 産 2.0 2.6 2.3 2.5

平均種付回数 回 2.0 2.5 2.1 2.4

平均分娩間隔 月 13.8 20.6 16.6 15.1

子牛･育成牛平均販売価格 円 50,250.0 257,809.0 162,997.8 165,720.0

成牛１日１頭当り購入飼料費(育成牛含む) 円 1,233.7 2,373.6 1,813.8 1,807.0

牛乳100Kg当り購入飼料費 円 8,433.0 9,844.6 9,096.7 8,181.7

乳飼比(育成含む) ％ 58.0 71.1 64.5 63.8

労働１人当り産乳量 ｔ 82.9 203.1 127.1 106.7

家族労働力１人当り所得 千円 △ 2,075 5,895.4 3,787.6 1,999.4

経産牛１頭当り生産原価 円 878,065.6 1,324,151.2 1,093,931.6 1006644.2

　　　　　　　〃　　　　　　　(家族労働費除く) 円 787,883.7 1,271,977.3 981,644.8 859,032.9

経産牛１頭当り所得 円 △ 120,417 348,362.9 140,627.0 105,720.1

牛乳100kg当り生産原価 円 12,888.9 22,478.8 15,700.2 12,981.0

　　　　　　　〃　　　　　　　(家族労働費除く) 円 11,331.6 19,311.5 13,949.4 10,919.4

牛乳100kg当り所得 円 △ 2,490 4,232.5 1,560.7 1,150.7

所得率 ％ △ 15.6 26.6 9.8 7.5

項　　　　　　　　　　　目

表 1．酪農診断農家の経営概況
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第694号　令和 7年 7月 1日（火曜日）

１１号号 ２２号号 ３３号号 ４４号号 最最    小小 最最    大大 平平    均均 前前年年平平均均

1,493,680 853,624 1,153,244 680,883 680,883 1,493,680 1,045,358 1,025,993

186,127 75,967 69,586 25,122 25,122 186,127 89,201 134,767

7,304 49,353 87,434 63,566 7,304 87,434 51,914 39,979

1,687,112 978,945 1,310,263 769,571 769,571 1,687,112 1,186,473 1,200,739

251,912 91,195 89,530 349,362 89,530 349,362 195,500 191,655

34,597 26,824 11,800 6,202 6,202 34,597 19,856 16,310

0 2,727 7,713 18,331 0 18,331 7,193 23,172

866,369 607,225 724,232 450,309 450,309 866,369 662,034 659,564

18,248 11,814 16,068 1,809 1,809 18,248 11,985 24,146

2,551 0 2,400 0 0 2,551 1,238 1,542

家族労働費 52,174 90,182 153,600 153,191 52,174 153,600 112,287 147,611

雇用労働費 55,891 81,853 0 26,706 0 81,853 41,113 33,416

計 108,065 172,035 153,600 179,898 108,065 179,898 153,399 181,027

73,092 31,398 130,468 72,446 31,398 130,468 76,851 61,132

47,861 27,906 47,204 67,797 27,906 67,797 47,692 53,398

58,577 18,370 23,534 36,268 18,370 58,577 34,187 20,721

建物･構築物 48,034 49,079 0 6,016 0 49,079 25,782 18,195

機器具･車両 44,314 15,858 53,861 54,301 15,858 54,301 42,083 42,580

乳牛 129,731 61,353 60,721 52,961 52,961 129,731 76,191 66,143

計 222,078 126,290 114,582 113,278 113,278 222,078 144,057 126,918

60,900 22,933 19,645 35,112 19,645 60,900 34,648 57,708

55,453 0 144 13,372 0 55,453 17,242 7,136

94,338 2,668 7,423 3,207 2,668 94,338 26,909 56,459

25,678 0 2,711 44,913 0 44,913 18,326 3,625

1,667,807 1,050,191 1,261,523 1,042,944 1,042,944 1,667,807 1,255,616 1,292,858

291,314 32,909 53,080 102,233 32,909 291,314 119,884 84,849

110,822 105,091 54,680 114,148 54,680 114,148 96,185 218,274

1,517,583 1,003,386 1,243,294 1,175,924 1,003,386 1,517,583 1,235,047 1,181,391

1,324,151 878,066 1,086,274 1,087,236 878,066 1,324,151 1,093,932 1,006,644

1,271,977 787,884 932,674 934,044 787,884 1,271,977 981,645 859,033

169,529 △ 24,441 66,970 △ 406,353 △ 406,353 169,529 △ 48,574 19,349

82,316 76,351 126,197 60,437 60,437 126,197 86,325 97,296

71,138 23,554 20,377 52,077 20,377 71,138 41,787 36,685

238 20,876 39,178 39,088 238 39,178 24,845 25,213

18,586 19,083 565 0 0 19,083 9,559 6,720

172,277 139,864 186,318 151,602 139,864 186,318 162,515 165,915

△ 2,749 △ 164,305 △ 119,348 △ 557,955 △ 557,955 △ 2,749 △ 211,089 △ 146,566

1 0 0 0 0 1 0 0

79,176 274,302 329,105 269,448 79,176 329,105 238,008 82,328

19,634 31,081 19,903 16,333 16,333 31,081 21,738 23,650

68,586 25,658 8,865 8,722 8,722 68,586 27,958 37,138

167,398 331,040 357,873 294,503 167,398 357,873 287,704 143,116

543 1,806 575 107 107 1,806 758 460

69,565 31,278 8,400 0 0 69,565 27,311 28,393

532 0 32,299 0 0 32,299 8,208 23,244

3,574 31,879 2,488 10,050 2,488 31,879 11,998 6,519

74,214 64,964 43,762 10,157 10,157 74,214 48,274 63,799

90,435 101,771 194,763 △ 273,608 △ 273,608 194,763 28,340 △ 67,249

0 0 0 0 0 0 0 25,358

0 0 0 0 0 0 0 0

90,435 101,771 194,763 △ 273,608 △ 273,608 194,763 28,340 △ 41,891

142,609 191,953 348,363 △ 120,417 △ 120,417 348,363 140,627 80,362

142,609 191,953 348,363 △ 120,417 △ 120,417 348,363 140,627 105,720

診療･医療品費

項項　　　　　　　　　　目目

売
上
高

牛乳販売収入

子牛育成牛販売収入

その他売上

計

生産原価

電力･水道費

燃料費

償
却
費

修繕費

小農具費

消耗諸材料費

売
上
原
価

期首育成牛評価額

生
産
費
用

種付料

素畜費

購入飼料費

自給飼料資材費

敷料費

労
働
費

預託料・賃料料金

当期生産費用合計

期中経産牛振替額

期末育成牛評価額

売上原価

生産原価(家族労働費除く)

売上総利益

一
般
管
理
費

販売経費

保険料

租税公課･諸負担

事務費その他

計

営業利益

営
業
外
収
益

受取利息

奨励金･補填金

成牛処分益

その他

計

当期純所得

営
業
外
支
出

支払利息

支払地代

成牛処分損

その他

計

経常利益

特別利益

特別損失

当期純利益

経常所得

表 2．酪農診断農家の収益性（経産牛 1頭当り、単位：円）
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第694号　令和 7年 7月 1日（火曜日）

最最    小小 最最    大大 平平    均均 前前年年平平均均

経産牛平均飼養頭数 頭 23.5 55.0 34.5 37.1

育成牛平均飼養頭数 頭 11.0 24.0 17.5 18.4

飼養牛中経産牛比率 ％ 49.5 74.8 65.3 64.3

労働力員数 人 1.4 4.1 2.2 2.8

雇用労働力依存率 ％ 0.0 54.5 26.2 19.2

経産牛１頭当り労働時間 ｈ 111.3 162.9 133.1 173.1

労働１人当り経産牛飼養頭数 頭 13.5 19.8 16.8 13.4

飼料耕地面積 ａ 165.0 500.0 366.3 353.8

飼料作物作付延面積 ａ 300.0 1,500.0 682.5 677.5

圃場利用率 回 1.0 3.0 1.8 1.8

経産牛１頭当り飼料作物作付延面積 ａ 7.8 43.5 21.1 21.7

年間総生産乳量 ｔ 113.7 354.4 253.3 286.0

経産牛年間１頭当り産乳量 Kg 4,837 10,274 7,377.3 7,990.7

経産牛１日１頭当り産乳量 Kg 13.3 28.1 20.2 21.9

平均乳脂率 ％ 4.0 4.4 4.12 4.04

平均無脂乳固形分率 ％ 8.77 9.08 8.87 8.84

平均乳価 円 138.4 145.4 141.2 128.2

期末平均産次 産 2.0 2.6 2.3 2.5

平均種付回数 回 2.0 2.5 2.1 2.4

平均分娩間隔 月 13.8 20.6 16.6 15.1

子牛･育成牛平均販売価格 円 50,250.0 257,809.0 162,997.8 165,720.0

成牛１日１頭当り購入飼料費(育成牛含む) 円 1,233.7 2,373.6 1,813.8 1,807.0

牛乳100Kg当り購入飼料費 円 8,433.0 9,844.6 9,096.7 8,181.7

乳飼比(育成含む) ％ 58.0 71.1 64.5 63.8

労働１人当り産乳量 ｔ 82.9 203.1 127.1 106.7

家族労働力１人当り所得 千円 △ 2,075 5,895.4 3,787.6 1,999.4

経産牛１頭当り生産原価 円 878,065.6 1,324,151.2 1,093,931.6 1006644.2

　　　　　　　〃　　　　　　　(家族労働費除く) 円 787,883.7 1,271,977.3 981,644.8 859,032.9

経産牛１頭当り所得 円 △ 120,417 348,362.9 140,627.0 105,720.1

牛乳100kg当り生産原価 円 12,888.9 22,478.8 15,700.2 12,981.0

　　　　　　　〃　　　　　　　(家族労働費除く) 円 11,331.6 19,311.5 13,949.4 10,919.4

牛乳100kg当り所得 円 △ 2,490 4,232.5 1,560.7 1,150.7

所得率 ％ △ 15.6 26.6 9.8 7.5

項　　　　　　　　　　　目

表 1．酪農診断農家の経営概況
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第694号　令和 7年 7月 1日（火曜日）

１１号号 ２２号号 ３３号号 ４４号号 最最    小小 最最    大大 平平    均均 前前年年平平均均

1,493,680 853,624 1,153,244 680,883 680,883 1,493,680 1,045,358 1,025,993

186,127 75,967 69,586 25,122 25,122 186,127 89,201 134,767

7,304 49,353 87,434 63,566 7,304 87,434 51,914 39,979

1,687,112 978,945 1,310,263 769,571 769,571 1,687,112 1,186,473 1,200,739

251,912 91,195 89,530 349,362 89,530 349,362 195,500 191,655

34,597 26,824 11,800 6,202 6,202 34,597 19,856 16,310

0 2,727 7,713 18,331 0 18,331 7,193 23,172

866,369 607,225 724,232 450,309 450,309 866,369 662,034 659,564

18,248 11,814 16,068 1,809 1,809 18,248 11,985 24,146

2,551 0 2,400 0 0 2,551 1,238 1,542

家族労働費 52,174 90,182 153,600 153,191 52,174 153,600 112,287 147,611

雇用労働費 55,891 81,853 0 26,706 0 81,853 41,113 33,416

計 108,065 172,035 153,600 179,898 108,065 179,898 153,399 181,027

73,092 31,398 130,468 72,446 31,398 130,468 76,851 61,132

47,861 27,906 47,204 67,797 27,906 67,797 47,692 53,398

58,577 18,370 23,534 36,268 18,370 58,577 34,187 20,721

建物･構築物 48,034 49,079 0 6,016 0 49,079 25,782 18,195

機器具･車両 44,314 15,858 53,861 54,301 15,858 54,301 42,083 42,580

乳牛 129,731 61,353 60,721 52,961 52,961 129,731 76,191 66,143

計 222,078 126,290 114,582 113,278 113,278 222,078 144,057 126,918

60,900 22,933 19,645 35,112 19,645 60,900 34,648 57,708

55,453 0 144 13,372 0 55,453 17,242 7,136

94,338 2,668 7,423 3,207 2,668 94,338 26,909 56,459

25,678 0 2,711 44,913 0 44,913 18,326 3,625

1,667,807 1,050,191 1,261,523 1,042,944 1,042,944 1,667,807 1,255,616 1,292,858

291,314 32,909 53,080 102,233 32,909 291,314 119,884 84,849

110,822 105,091 54,680 114,148 54,680 114,148 96,185 218,274

1,517,583 1,003,386 1,243,294 1,175,924 1,003,386 1,517,583 1,235,047 1,181,391

1,324,151 878,066 1,086,274 1,087,236 878,066 1,324,151 1,093,932 1,006,644

1,271,977 787,884 932,674 934,044 787,884 1,271,977 981,645 859,033

169,529 △ 24,441 66,970 △ 406,353 △ 406,353 169,529 △ 48,574 19,349

82,316 76,351 126,197 60,437 60,437 126,197 86,325 97,296

71,138 23,554 20,377 52,077 20,377 71,138 41,787 36,685

238 20,876 39,178 39,088 238 39,178 24,845 25,213

18,586 19,083 565 0 0 19,083 9,559 6,720

172,277 139,864 186,318 151,602 139,864 186,318 162,515 165,915

△ 2,749 △ 164,305 △ 119,348 △ 557,955 △ 557,955 △ 2,749 △ 211,089 △ 146,566

1 0 0 0 0 1 0 0

79,176 274,302 329,105 269,448 79,176 329,105 238,008 82,328

19,634 31,081 19,903 16,333 16,333 31,081 21,738 23,650

68,586 25,658 8,865 8,722 8,722 68,586 27,958 37,138

167,398 331,040 357,873 294,503 167,398 357,873 287,704 143,116

543 1,806 575 107 107 1,806 758 460

69,565 31,278 8,400 0 0 69,565 27,311 28,393

532 0 32,299 0 0 32,299 8,208 23,244

3,574 31,879 2,488 10,050 2,488 31,879 11,998 6,519

74,214 64,964 43,762 10,157 10,157 74,214 48,274 63,799

90,435 101,771 194,763 △ 273,608 △ 273,608 194,763 28,340 △ 67,249

0 0 0 0 0 0 0 25,358

0 0 0 0 0 0 0 0

90,435 101,771 194,763 △ 273,608 △ 273,608 194,763 28,340 △ 41,891

142,609 191,953 348,363 △ 120,417 △ 120,417 348,363 140,627 80,362

142,609 191,953 348,363 △ 120,417 △ 120,417 348,363 140,627 105,720

診療･医療品費

項項　　　　　　　　　　目目

売
上
高

牛乳販売収入

子牛育成牛販売収入

その他売上

計

生産原価

電力･水道費

燃料費

償
却
費

修繕費

小農具費

消耗諸材料費

売
上
原
価

期首育成牛評価額

生
産
費
用

種付料

素畜費

購入飼料費

自給飼料資材費

敷料費

労
働
費

預託料・賃料料金

当期生産費用合計

期中経産牛振替額

期末育成牛評価額

売上原価

生産原価(家族労働費除く)

売上総利益

一
般
管
理
費

販売経費

保険料

租税公課･諸負担

事務費その他

計

営業利益

営
業
外
収
益

受取利息

奨励金･補填金

成牛処分益

その他

計

当期純所得

営
業
外
支
出

支払利息

支払地代

成牛処分損

その他

計

経常利益

特別利益

特別損失

当期純利益

経常所得

表 2．酪農診断農家の収益性（経産牛 1頭当り、単位：円）
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（一社
）神
奈
川
県
畜
産
会
第
71
回

定
時
社
員
総
会
開
催
さ
れ
る

姓
も
血
筋
も
違
っ
て
も

　
　育
て
る
親
子
の
絆
は
強
し

選
挙
が
近
づ
く
度
に
馬
の
鼻
面
に
人
参

を
ぶ
ら
下
げ
る
よ
う
に
現
金
給
付
や
減
税

等
の
バ
ラ
マ
キ
政
策
合
戦
が
激
し
く
な
り
、

同
性
婚
や
L
G
B
T
Q
へ

の
理
解
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
等
は
論
議
の
外
に
置

か
れ
霞
ん
で
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。
夫
婦
が
別
姓
で

は
子
供
が
か
わ
い
そ
う
だ
し
、
夫
婦
の
絆
が

お
か
し
く
な
る
？
の
よ
う
な
理
屈
で
反
対
し

て
い
る
議
員
さ
ん
が
多
数
い
る
よ
う
だ
が
、

夫
婦
同
姓
で
あ
って
も
か
わ
い
そ
う
な
子
供

も
お
り
、
同
姓
で
二
〇
年
以
上
も
寄
り
添
っ

た
夫
婦
の
熟
年
離
婚
が
全
離
婚
組
数
の
四

分
の一組
も
あ
る
と
の
こ
と
。
離
婚
し
た
女

性
は
結
婚
す
る
前
の
姓
に
戻
る
の
か
？
成
長

し
た
子
供
と
同
じ
姓
で
暮
ら
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
？
ど
こ
か
の
国
の
よ
う
に
姓
が
無
かっ

た
り
、
姓
に
無
頓
着
だ
っ
た
り
・
・
世
間
は

広
い
の
だ
か
ら
も
う
少
し
鷹
揚
に
考
え
た
ら

如
何
な
も
の
か
。

一一
年
も
前
の
小
欄
に

乳
牛
の
改
良
を
早
め
る
た

め
の
「
腹
貸
し
事
業
」
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
タ
イ

等
の一
部
の
国
で
は
人
間
の
「
代
理
出
産
」

と
し
て
横
行
し
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
し
た

が
、
卵
巣
は
あ
る
が
胎
児
を
宿
す
子
宮
の

無
い
女
性
は
子
供
を
持
つ
＝
（
体
内
に
宿
し
、

育
て
、
産
む
）
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
他

国
の
女
性
の
繁
殖
能
力
を
借
用
す
る
代
理

新
む
ら
す
ず
め

「
わ
た
し
の
朝
ご
は
ん
」

　
み
な
さ
ん
は
朝
ご
は
ん
に
何
を
食
べて
い
ま

す
か
？
わ
た
し
は
慌
た
だ
し
い
朝
、グ
ラ
ノ
ー
ラ

に
牛
乳
を
か
け
て
食
べてい
ま
す
。
さ
らっと
食

べる
こ
と
が
で
き
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミン
な
ど

の
栄
養
素
を
バラ
ンス
よ
く
摂
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
と
て
も
重
宝
し
てい
ま
す
。

　
グ
ラ
ノ
ー
ラ
に
は
オ
ー
ツ

麦
な
ど
の
押
し
麦
や
小
麦
、

玄
米
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

の
穀
物
な
ど
が
含
ま
れ
て
お

り
、
牛
な
ど
の
家
畜
が
食
べ

てい
る
飼
料
と
同
じ
原
料
だ
な
ぁ
、
と
大
好
き

な
牛
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
噛
み
し
め
て
食
べ

てい
ま
す
。

　
そ
ん
な
家
畜
の
飼
料
に
関
し
て
、
令
和
6

年
度
に
牛
海
綿
状
脳
症
（
B
S
E
）
に
係
る

飼
料
規
制
の
見
直
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
B
S
E
は
牛
の
病
気
の
ひ
とつで
、B
S
E

プ
リ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
病
原
体
に
牛
が
感
染
し

た
場
合
、牛
の
脳
の
組
織
が
ス
ポンジ
状
に
な
り
、

異
常
行
動
な
ど
を
示
し
死
亡
す
る
病
気
で
す
。

か
つて
B
S
E
に
感
染
し
た
牛
の
脳
や
脊
髄

な
ど
を
原
料
と
し
た
飼
料
を
他
の
牛
に
与
え

た
こ
と
が
原
因
で
、
英
国
な
ど
を
中
心
に

B
S
E
の
感
染
が
広
が
り
、
日
本
で
も
平
成

13
年
9
月
に
初
め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
平

成
21
年
1
月
ま
で
の
間
に
36
頭
の
感
染
牛
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

世
界
の
B
S
E
発
生
数
は

1
9
9
2
年
の
約
3
万
7

千
頭
を
ピ
ー
ク
に
2
0
2
4

年
は
1
頭
へと
激
減
し
、日

本
に
お
い
て
も
2
0
0
3
年
以
降
に
出
生
し

た
牛
か
ら
は
B
S
E
の
発
生
報
告
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
B
S
E
対
策
と
し
て
、
国
内
で
初

め
て
B
S
E
が
確
認
さ
れ
た
あ
と
、
反
す
う

動
物
（
牛
・め
ん
羊
・
山
羊
）
由
来
の
肉
骨
粉

等
を
含
む
動
物
由
来
た
ん
白
質
の
飼
料
利
用

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
段
階
的
に
飼

家
保
だ
よ
り

料
規
制
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
国
内
の

B
S
E
発
生
リ
ス
ク
低
下
等
を
踏
ま
え
、
令

和
6
年
10
月
に
反
す
う
動
物
に
由
来
す
る

肉
骨
粉
等
の
鶏
・
豚
等
用
飼
料への
利
用
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
依
然
と
し
て
、
反
す
う
動
物
用
飼

料
に
は
反
す
う
動
物
由
来
の
肉
骨
粉
等
を
含

む
動
物
由
来
た
ん
白
質
の
飼
料
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
安
全
な
畜
産
物
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
は
、
生
産
段
階
に
お
いて
安
全
な

飼
料
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
反
す
う

動
物
と
一
緒
に
鶏
や
豚
な
ど
を
飼
養
さ
れ
てい

る
方
は
、
反
す
う
動
物
用
飼
料
に
鶏
・
豚
等

用
飼
料
が
混
入
し
な
い
よ
う
、
飼
料
の
保
管

場
所
や
使
用
す
る
器
具
を
確
実
に
分
離
す
る

な
ど
、
改
め
て
飼
料
の
管
理
につい
て
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
明
日
か
ら
も
朝
ご
は
ん
を
しっか
り
食
べて
、

健
康
で
パワ
フル
な
一日
に
し
ま
し
ょ
う
！

�

（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
　
篠
澤
　
瑠
里
）

出
産
も
選
択
肢
の一つ
と
の
こ
と
。
家
畜
＝

乳
牛
で
は
腹
貸
し
事
業
で
乳
牛
の
能
力
向

上
に
功
を
奏
し
ま
し
た
が
ヒ
ト
を
産
み
育
て

る
の
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
乳
牛
な
ら
ば
二
八
〇
日
、
ヒ
ト

は
二
六
六
日
間
お
腹
の
中
で
愛い
と

し
み
育
て
た

子
を
横
取
り
し
て
、
母
の
乳
房
を
含
ま
せ

る
こ
と
な
く
、
貧
困
女
性
の
搾
取
に
も
つ
な

が
る
こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
放
置
し
て
よ

い
の
か
？

少
子
高
齢
化
の
進
む
今
日
の
日
本
だ
か

ら
こ
そ
、
目
先
の
票
稼
ぎ
で
節
税
や
現
金

給
付
だ
け
を
語
ら
な
い
で
、
夫
婦
別
姓
や

性
の
諸
問
題
に
つい
て
ご
討
議
頂
く
こ
と
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

�
（
忠
九
朗
）

第
71
回
の
県
畜
産
会
定
時
社
員
総
会
が

6
月
25
日
（
水
）、
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
B
1
0
2
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

令
和
6
年
度
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
、
令

和
7
年
度
会
費
及
び
納
入
方
法
の
承
認
に

つ
い
て
、
役
員
報
酬
の
承
認
に
つ
い
て
及

び
役
員
補
選
選
任
の
承
認
に
つ
い
て
の
4

議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
と

し
て
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
、
令
和
7

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
役
員
補
選
に
よ
り
新

た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。理

事
　
臼
井
　
欽
一
（
養
豚
協
会
）

理
事
　
大
矢
　
和
人
（
厚
木
市
農
協
）

議
案
審
議
の

後
、
来
賓
を
代
表

し
、
県
環
境
農
政

局
　
井
上
農
水
産

部
長
、
公
益
社
団

法
人
中
央
畜
産
会

月
井
事
務
局
長
か

ら
御
祝
辞
を
い
た

だ
き
盛
会
裏
の
う

ち
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

�

（
総
務
部
）


